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１ 高齢者を取り巻く状況と本市の課題 

1 高齢者を取り巻く状況 

(１) 高齢者人口と高齢化率（計画書６ページ） 

 第１号被保険者数の計画比と過年度推移 

介護保険の被保険者のうち、６５歳以上の人は第 1 号被保険者、４０歳～６４歳の人は第２号被

保険者です。横須賀市では、令和２年をピークに、第１号被保険者数は横ばいからやや減少に転じ

ており、この傾向は令和２２年（２０４０年）まで続くと予測しています。 

第１号被保険者数の計画比は、以下のとおりです。実績値には、介護保険事業状況報告（月報）の

数値を用いています。 

 

おおむね計画値どおりですが、６５歳～８４歳人口は計画値より若干多く、８５歳以上人口は計画

値より若干少なくなっています。第１号被保険者数の過年度推移は以下のとおりです。 

 

 

介護保険導入初期から増え続けていた第１号被保険者数は、令和２年度をピークに、それ以降や

や減少しています。しかし内訳は、７５歳未満の前期高齢者の人口が大きく減少し、７５歳以上の後

期高齢者は増加しています。中でも８５歳以上人口の増加率は大きくなっています。 

第1号被保険者数の計画比 時点：10月1日　単位：人

年齢区分 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

65歳～74歳 48,885 48,923 100.1% 45,942 46,842 102.0% 45,590

75歳～84歳 51,583 52,653 102.1% 52,508 53,146 101.2% 51,492

85歳以上 23,421 23,125 98.7% 24,415 24,014 98.4% 25,388

第1号被保険者全体 123,889 124,701 100.7% 122,865 124,002 100.9% 122,470

令和６年度 令和７年度 令和８年度

第1号被保険者数の経年比較（年齢３区分） 時点：10月1日　単位：人

年齢区分
平成30年
(2018)

令和元年
(2019)

令和２年
(2020)

令和３年
(2021)

令和４年
(2022)

令和５年
(2023)

令和６年
(2024)

令和７年
(2025)

令和８年
(2026)

65歳～74歳 61,604 59,565 58,833 58,428 54,991 51,790 48,923 46,842

75歳～84歳 46,074 47,687 47,507 46,811 48,854 50,750 52,653 53,146

85歳以上 18,339 19,120 20,296 21,294 21,987 22,639 23,125 24,014

第1号被保険者全体 126,017 126,372 126,636 126,533 125,832 125,179 124,701 124,002
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 住基人口から見る高齢化率と後期高齢化率の過年度推移 

計画書では、国勢調査に基づいた人口と高齢化率、国勢調査を基に作成された人口推計を用い

ていますが、国勢調査の値は５年ごとです。よって進捗管理資料では、毎年度確認できる参考値と

して、住民基本台帳を用いた年齢３区分別の高齢者数（以下、住基人口）を記載します。 

ただし、国勢調査と住基人口は集計方法が異なるため、国勢調査と重なる年度は計画書に記載

の高齢化率とは一部数値が異なります。ご留意ください。また、同様の理由により、本データと計

画値との比較はしないこととします。 

住基人口の過年度推移は次のとおりです。 

 

６５歳以上人口の状況は第１号被保険者数のところで述べたとおり、令和２年をピークに横ばい

からやや減少に転じ、その傾向が続いています。しかし、６４歳以下人口の減り方がそれよりも大き

いため、高齢化率はじわじわと伸び続けています。 

計画では、今後も高齢者数は横ばいの状況が続きますが、若年人口は減り続け、令和２２年（２０

４０年）には高齢化率が約 40%になると見込んでいます。  

住民基本台帳登載人口で見る高齢者人口と高齢化率の推移

時点：10月1日　単位：人

年齢区分
平成30年
(2018)

令和元年
(2019)

令和２年
(2020)

令和３年
(2021)

令和４年
(2022)

令和５年
(2023)

令和６年
(2024)

令和７年
(2025)

令和８年
(2026)

64歳以下 280,024 275,717 271,365 267,869 263,642 259,756 255,920 252,260

65歳以上 125,979 126,260 126,481 126,357 125,599 124,907 124,393 123,667

65歳～74歳 61,679 59,635 58,900 58,484 55,042 51,825 48,965 46,886

75歳～84歳 46,045 47,635 47,443 46,737 48,755 50,656 52,550 53,036

85歳以上 18,255 18,990 20,138 21,136 21,802 22,426 22,878 23,745

合計 406,003 401,977 397,846 394,226 389,241 384,663 380,313 375,927

全体の人口における各年齢層の割合 時点：10月1日　単位：％

年齢区分
平成30年
(2018)

令和元年
(2019)

令和２年
(2020)

令和３年
(2021)

令和４年
(2022)

令和５年
(2023)

令和６年
(2024)

令和７年
(2025)

令和８年
(2026)

64歳以下 69.0 68.6 68.2 67.9 67.7 67.5 67.3 67.1

65歳以上 31.0 31.4 31.8 32.1 32.3 32.5 32.7 32.9

65歳～74歳 15.2 14.8 14.8 14.8 14.1 13.5 12.9 12.5

75歳～84歳 11.3 11.9 11.9 11.9 12.5 13.2 13.8 14.1

85歳以上 4.5 4.7 5.1 5.4 5.6 5.8 6.0 6.3

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
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(２) 要介護・要支援認定者数（計画書１１ページ） 

 要介護・要支援認定者数の計画比と過年度推移 

年齢階層別の要介護・要支援認定者数の計画比は以下のとおりです。実績値には、介護保険事

業状況報告（月報）の数値を用いています。 

 

全体的に、要支援認定者は計画値より多くなり、要介護認定者は計画値より少なくなりました。 

認定者数の将来予測は、過年度の年齢ごとの認定者出現率をもとに算出しています。したがっ

て、計画値とのずれが生じた背景には、各年齢における認定者出現率に変化が生じたということ

になります。このことから、全体の認定が、計画策定時と比較して軽度化していると言えます。 

要支援・要介護認定者数の過年度推移は以下のとおりです。 

 

年齢階層別要介護・要支援認定者数（第１号被保険者のみ）

時点：10月1日

年齢区分 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

65歳～74歳 2,200 2,141 97.3% 514 498 96.9% 1,686 1,643 97.4%

75歳～84歳 9,141 9,159 100.2% 2,589 2,674 103.3% 6,552 6,485 99.0%

85歳以上 13,844 13,287 96.0% 2,966 2,957 99.7% 10,878 10,330 95.0%

第1号被保険者全体 25,185 24,587 97.6% 6,069 6,129 101.0% 19,116 18,458 96.6%

時点：10月1日

年齢区分 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

65歳～74歳 2,063 2,051 99.4% 479 526 109.8% 1,584 1,525 96.3%

75歳～84歳 9,476 9,275 97.9% 2,669 2,838 106.3% 6,807 6,437 94.6%

85歳以上 14,673 13,806 94.1% 3,135 3,265 104.1% 11,538 10,541 91.4%

第1号被保険者全体 26,212 25,132 95.9% 6,283 6,629 105.5% 19,929 18,503 92.8%

時点：10月1日

年齢区分 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

65歳～74歳 2,116 471 1,645

75歳～84歳 9,443 2,674 6,769

85歳以上 15,332 3,276 12,056

第1号被保険者全体 26,891 6,421 20,470

要支援・要介護全体 要支援認定者 要介護認定者

令和６年（2024年）

要支援・要介護全体 要支援認定者 要介護認定者

令和７年（2025年）

要支援・要介護全体 要支援認定者 要介護認定者

令和８年（2026年）

要介護・要支援認定者数の推移（第１号被保険者のみ） 時点：10月1日　単位：人

年齢区分
平成30年
(2018)

令和元年
(2019)

令和２年
(2020)

令和３年
(2021)

令和４年
(2022)

令和５年
(2023)

令和６年
(2024)

令和７年
(2025)

令和８年
(2026)

要支援認定者数 4,586 4,734 4,849 5,007 5,434 5,681 6,129 6,629

要介護認定者数 17,346 17,839 17,935 18,192 18,211 18,312 18,458 18,503

合計 21,932 22,573 22,784 23,199 23,645 23,993 24,587 25,132
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グラフが表すように、介護保険制度が始まった平成１２年と比較すると、介護や支援が必要な人

の数は、飛躍的に増加しています。また、直近では、要介護認定者数の増加が緩やかであるのに対

し、要支援認定者数の増加幅は大きくなっています。また、要介護認定者数も、増加しているのは

要介護１であり、要介護２～５は横ばい～やや減少傾向となっています。つまり現状、横須賀市は軽

度の認定者が増加しています。 

 調整済み認定率（軽度・重度）の他都市比較と経年推移 

軽度認定者の増加について、全国・神奈川県平均、近隣市町及び県内他市との比較を、令和

元年、令和４年、令和７年の３時点で行います。分析は、認定率（要支援・要介護認定者の人数を

第１号被保険者の人数で除した値）を比較することで行います。その際、調整済み認定率（認定

率に大きく影響する性別及び年齢構成の影響を除外するため、性別・年齢構成が、どの地域も

全国平均やある地域の１時点と同様になるように調整した認定率）を用います。これらの調整済

み認定率は、地域包括ケア「見える化」システムのデータを使用しています。システムを用いて作

成したグラフを並べてみると、以下のとおりです。 
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［出典］地域包括ケア「見える化」システム 

 

調整済み認定率は、全国的に軽度・重度共に上昇傾向にあり、特に軽度認定率の上昇が顕著

です。全体的な認定率上昇について、年齢の影響は排除されているため、高齢化以外の理由が

考えられ、制度の定着や社会の変化による介護需要の高まりなどの影響であると考えられます。 
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一方で横須賀市は、令和元年時点では軽度・重度認定率ともにほぼ全国平均並みでしたが、

令和４年以降は、全国より軽度認定率は高く、重度認定率は低いという傾向になっています。全

国的に軽度認定率が上昇している点については、横須賀市も同様の傾向である一方で、全国や

神奈川県平均は重度認定率も緩やかに上昇しているなか、横須賀市の重度認定率は緩やかに

下がっているという、特異的な変化をしています。 

このことからも、横須賀市の認定者は全体的に軽度化が進んでいると言うことができます。 

(３) 介護（予防）給付費（計画書 152～153 ページ） 

 介護（予防）給付費の計画比と過年度推移 

高齢者人口や要介護・要支援認定者の構成・動向は、介護（予防）給付費の規模や傾向に影響を

与えます。給付費の細かい内訳は 88 ページに記載しますが、ここでは全体の傾向を見ていきます。 

なお、ここでは介護（予防）給付費とは、要介護認定を受けた方が利用できる介護サービス、要支

援認定を受けた方が利用できる介護予防サービス、要支援認定を受けた方及び総合事業対象者の

方が利用できる介護予防・日常生活支援総合事業における訪問・通所相当サービス（介護予防ケア

マネジメントを含む）とします。 

給付区分別の介護（予防）給付費の計画比は以下のとおりです。実績値には、介護保険事業状況

報告（月報）の数値を用いています。 

 

要介護認定者が計画値より少ない実績となった影響を受けて、介護給付費が計画比より小さく

なっている一方で、要支援認定者が計画値より多くなったため、介護予防給付費及び総合事業費

は計画値を上回る実績となりました。 

給付区分ごとの給付費の過年度推移は以下のとおりです。 

 

 

  

介護（予防）給付費の計画比 (単位：百万円)

年齢区分 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

介護給付費 36,926 34,564 93.6% 38,663 35,431 91.6% 39,798

介護予防給付費 486 479 98.6% 496 557 112.2% 481
介護予防・日常生活支援総合事業

の訪問・通所相当サービス・介護

予防ケアマネジメント
859 868 101.1% 904 966 106.9% 943 0 0.0%

合計 38,271 35,912 93.8% 40,063 36,954 92.2% 41,222 0 0.0%

令和６年度 令和７年度 令和８年度
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平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

介護給付 介護予防給付 総合事業（相当サービス）

(億円)

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和7年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）

介護給付費
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２ 施策の展開における実施状況 

(１) 実施状況の管理について 

計画書第４章（29～156 ページ）に記載した施策の展開について、実施状況を管理・評価し、

次期計画につなげます。各目標・指標の考え方については以下のとおりです。 
 

用語 説明 

基本目標・目標 横須賀市の目指す未来像 

方針目標 
基本目標の実現に向けて、より具体的な目指すところを、方針ごとに文

章で表したもの。 

成果指標 

（アウトカム指標） 

事業、取組の結果により対象者の状態が変化し、間接的に発生する成果

を数値で示したもの。方針目標の達成度を測るために設定する。 

取組結果 

（アウトプット指標） 

事業を実施し、市が取り組んだことにより、すぐに発生する結果を数値

で示したもの。間接的に成果指標に結び付く。 

取組 

（プロセス指標） 

市が行う事業内容。また、その取組の量を数値で示したもの。直接的に

取組結果に結び付く。 
 

 
 

なお、各計画値は必ずしも達成することがベストではなく、最終的に基本目標の達成に結び

付くことが重要です。具体例を挙げると、要介護認定者数の減少が評価されるには、健康寿命

の延伸等と関連づいている必要があり、結びついていない場合、かえって基本目標から遠ざか

っている恐れがあると考えられます。よって計画の評価も、個々の指標の数値のみにとらわれ

ないことが大切と考えます。 
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(２) 具体的な評価の方法について 

市が計画に基づいて実施した各事業について、取組、取組結果の実績をご報告します。 

計画策定時に見込み量を設定しなかった取組や取組結果についても、評価の材料にするため、

可能な限り定量的に記載しました。 

ただし給付的な色の強い一部の事業については、取組結果のみを記載しています。また、定

量的な結果を表すのが難しい一部の事業については、取組結果を文章で記載しています。 

 

また、方針以下の各事業について、事業項目（括弧の項目）ごとに取組結果を踏まえ、自己評

価及び評価の理由と課題、今後の対応について記載します。なお、丸数字内の各事業の実施状

況を踏まえた、括弧の項目内の全体的な評価とします。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

Ａ～Ｅ 
自己評価の結果について、項目内の事業による要因を説明します。また、課題がある場

合はここに記載します。 

今後の対応 

自己評価がＣ～Ｅの場合、Ａ～Ｂに近づくための方策を記載します。自己評価がＡ～Ｂの場合、各事業

が方針目標の達成（成果指標の実現）に寄与しているかを分析し、必要に応じて方策を記載します。 

 

自己評価の目安は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の目安 

Ａ 各事業に予定どおり取り組み、取組結果も十分得られた。 

Ｂ 各事業の取り組みは予定どおりではなかったが、取組結果は十分得られた。 

Ｃ 各事業に予定どおり取り組んだが、取組結果は不十分であった。 

Ｄ 各事業の取り組みは予定どおりではなく、取組結果も不十分であった。 

Ｅ 各事業に今年度は取り組むことができなかった。 

 

なお各事業にかかる費用については、決算の際に全市的に作成している「事務事業の総点検

票」をご覧いただくこととし、本資料への掲載は割愛します。 

「事務事業の総点検票」は、横須賀市のホームページで公開しています。 
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方針１ それぞれの状態に応じた健康づくり（計画書３０ページ～） 

方針目標 

 健康寿命の延伸に向け、多様な健康課題に対応していくために、疾病予防や介護予防に関す

る正しい知識の普及啓発を図ります。 

 健康診査やがん検診を実施し、生活習慣病等の早期発見につなげます。 

 高齢者個人の状態に合わせた各種事業を実施することで、自立支援・重度化防止を図ります。 

成果指標 

項   目 

経年比較 

令和元年度 

(2019 年度) 

現状 

令和４年度 

(2022 年度) 

中間目標 

令和７年度 

(2025 年度) 

中間結果 

令和７年度 

(2025 年度) 

成果目標 

令和 10 年度 

(2028 年度) 

健康を維持するためウオーキ

ング、ラジオ体操などをして

いると回答した人の割合※1 

60.3％ 

(62.4％) 

62.0％ 

(63.7％) 

64.0％ 

 

52.8％ 

(54.4％) 

66.0％ 

 

健康を維持するために食事に

気を付けていると回答した人

の割合※1 

70.6％ 

(73.1％) 

67.7％ 

(69.5％) 

70.0％ 

 

64.3％ 

(66.2％) 

72.0％ 

 

オーラルフレイルの認知度※２  34.7％ 40.9％ 55.7％ 47.1％ 

健康を維持するために定期的

に健康診査を受診していると

回答した人の割合※1 

60.6％ 

(62.7％) 

59.0％ 

(60.6％) 

61.0％ 

 

60.3％ 

(62.1％) 

63.0％ 

 

現在の健康状態があまりよく

ない・よくないと回答した人

の割合※１ 

18.2％ 

(18.7％) 

19.1％ 

(19.6％) 

18.2％ 

 

20.0％ 

(20.5％) 

17.3％ 

 

要介護２～５の認定者数 11,931 人 11,912 人 
推計値より 

少ない値 
11,811 人 

推計値より 

少ない値 

※１ 令和４年度は、横須賀市高齢者福祉に関するアンケート調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査を含む）による 

令和７年度は、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査による（市全体の単純集計結果） 

※２ 令和４年度は、ミニオーラルフレイル予防教室アンケート（令和５年４月～７月）による 

令和７年度は、ミニオーラルフレイル予防教室アンケート（令和７年５月～令和８年３月）による 

（）内は、無回答・無効回答を除いた、有効回答のみを分母としたときの割合 

方針の評価 

健康を維持するための自主的な行動について、運動や食事に気を付ける人の割合が、過年度と

比較して減少してしまいました。その一方で、オーラルフレイルの認知度は上昇しており、介護予防・

日常生活圏域ニーズ調査においても、健康を維持するために「口の中を清潔にしている」と回答し

た人の割合が緩やかに上昇しています。健康診査を受診している人の割合は横ばいです。要介護２

～５の認定者数は推計値よりもやや低くなっており、要支援認定者数は推計値より大きくなってい

ます。つまり全体の認定は軽度化していますが、自主的な取組は停滞している状況です。 

高齢化率の上昇と軽度認定者の増加が進む本市において、高齢者自身が自らの力で健康を管理

していく「セルフマネジメント」は非常に重要です。そのため次期計画においては、高齢者のセルフマ

ネジメントのサポートに力を入れ、高齢者本人が意識して健康寿命の延伸・自立を目指し、重度化防

止や状態改善に主体的に取り組むことを目指します。そのため、フレイル予防の三本柱と言われる

「栄養・口腔」「運動」「社会参加」の啓発と、実際の取組みにつながる支援を強化します。 
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1 健康づくり・介護予防の推進 

(１) フレイルの早期発見と対策（計画書３２～３４ページ） 

令和 7 年度のフレイルの早期発見と対策について、総評は以下のとおりです。 

自己評価 評価の理由と課題 

C 

同項目内の定員数を設けている７つの事業で設定した取組結果に対し、達成率が６５％

以上となりました。そのうち「健康スマホ教室」のみ、達成率が６０％と全体平均を下回

る結果となりました。 

今後の対応 

今後の対応として、高齢者のニーズに応じた周知を行い、各事業における目標達成率の向上を図り

ます。スマートフォン等の利用がない高齢者への周知には、引き続き、各種介護予防教室や通いの

場、地域依頼教室、ハイリスク者への家庭訪問などを通じてチラシを配布します。また、スマートフォン

等をお持ちの方には、市公式 LINE を活用した周知を引き続き実施します。 

コロナ禍の非対面支援として役割を担ってきた「健康スマホ教室」は、令和７年度で終了しました。令

和８年度からは、新たに、配信動画を活用して体操や脳トレを行う「まちなか元気プログラム」を推進

し、身近な場所に集まって実施ができるフレイル予防対策を強化していきます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 介護予防・フレイル予防の普及啓発の推進（計画書３３ページ） 

【フレイルチェック教室】（１コース２日間） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

教室実施数 

(コース) 

※平成 30のみ(回) 

計画値 - - - ８ 10 10 12 12 12 

実績値 ４ ３ ３ ６ 10 12 12 12  

取組結果 

参加者（実

人数）(人) 

計画値 - - - 200 250 300 300 300 300 

実績値 - 45 40 178 202 172 189 201  
    

【オーラルフレイル予防教室】（１コース２日間）  ※R５年度までは実施回数、R６年度以降は実施コース数 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

教室実施数 

(コース)R6～ 

(回)～R5 

計画値    - - - 12 12 12 

実績値    18 36 25 12 10  

取組結果 

参加者（実

人数）(人) 

計画値    - - - 180 180 180 

実績値    - - - 146 131  

参加者（延

人数）(人) 
実績値    109 265 253 271 237  
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【低栄養改善教室】（１回） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

教室実施数

(回) 

計画値    ８ ８ ８ ８ ８ ８ 

実績値    ６ ７ ８ ８ ８  

取組結果 

参加者（実

人数）(人) 

計画値    160 160 160 160 160 160 

実績値    63 75 98 126 116  
    

【運動機能改善教室】（１コース４日間） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

教室実施数

(コース) 

計画値    ８ ８ ８ ８ ８ ８ 

実績値    ８ ８ ８ ８ ８  

取組結果 

参加者（実

人数）(人) 

計画値    160 160 160 240 240 240 

実績値    137 92 171 168 205  
    

【認知症予防教室】（１コース５日間） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

教室実施数

(コース) 

計画値    ８ ８ ８ ８ ８ ８ 

実績値    ８ ８ ８ ８ ８  

取組結果 

参加者（実

人数）(人) 

計画値    240 240 240 240 240 240 

実績値    123 75 149 165 185  
    

【認知症機能評価（ファイブコグ検査）】（１コース２日間） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

教室実施数 

(コース)R6～ 

(回)～R5 

計画値 - - - ２ ２ ２ ２ ２ ２ 

実績値 ４ ２ ３ ９ 10 10 ２ ３  

取組結果 

参加者（実

人数）(人) 

計画値 - - - 60 60 60 60 60 60 

実績値 120 31 77 21 33 49 46 89  
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【ファイブコグ検査の実績（再掲）※】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

教室実施数 

(コース)R6～ 

(回)～R5 

計画値 － － － 10 10 10 10 10 10 

実績値 ４ ２ ３ ９ 10 10 10 11 10 

取組結果 

参加者（実人

数）(人) 

計画値 － － － 300 300 300 300 300 300 

実績値 120 31 77 144 108 198 211 274  

※認知症予防教室と認知症機能評価を合わせた実績 

 多様な手法を用いた介護予防の推進（計画書３４ページ） 

【フレイル予防のための健康スマホ教室】（１コース２日間） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

教室実施数

(コース) 

計画値     - - ４ ４ ４ 

実績値     ４ ４ ４ ４  

取組結果 

参加者（実

人数）(人) 

計画値     - - 100 100 100 

実績値     35 64 49 60  

WEB 介護予

防教室の閲

覧回数(回) 

実績値   - - - 3,532 3,318 1,079  

     

 後期高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施（ポピュレーションアプローチ） 

（計画書３４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

事 業 実 施

範 囲 ( 圏

域) 

計画値     - - 10  10  10  

実績値     ２ ４ 10 10  
   

【通いの場での健康教育・健康相談の実施】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

実施回数(回) 
実績値     ８ 18 19 13  

取組結果 

参加者数(人) 
実績値     89 252 236 243  
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(２) 生活習慣病の予防と早期発見・重症化予防（計画書３５・３６ページ） 

令和 7 年度の生活習慣病の予防と早期発見・重症化予防について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

C 

各事業に予定とおり取り組み、対象者への受診案内は 100％達成できました。しかし、

目標とした各健診受診率は達成できませんでした。 

後期高齢者健康診査においては、対象となる人数が年々増加しています。特に高齢者

のため、猛暑を避けて 10 月以降に受診を希望される方が集中する傾向があり、その

結果、医療機関の予約が取りづらくなり、受診を希望している方が受診できない状況が

生じているため、年度末に受診が偏らないよう取り組んでいきます。 

今後の対応 

健診の周知啓発については、対象者への案内通知に加えて、介護予防教室等の実施時に健診案内を

配布し、対象者へ直接的な働きかけ、SNS を活用した周知、データ分析を用いて受診可能性の高い

方を対象にした案内等を継続します。 

また、年度末に受診者が増加し、健診予約が取りにくいため、早めの受診をおすすめする案内を、ホ

ームページ、パンフレット、ポスター等に掲載します。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 各種健康診査の受診率の向上に向けての取組（計画書３５ページ） 

【特定健康診査】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

対象者への案 

内と受診券の 

送付率(％) 

計画値 - - - - - - 100 100 100 

実績値 100 100 100 100 100 100 100 100  

対象者数(人) 実績値 67,902 64,780 63,566 62,093 59,717 57,082 54,218 53,043  

取組結果 

受診率(％) 

計画値 - - - 35.0 36.0 37.0 33.0 34.0 35.0 

実績値 31.2 31.5 24.4 27.3 28.3 28.3 29.7 24.4  

受診者数(人) 実績値 21,220 20,391 15,534 16,978 16,911 16,132 16,093 12,968  

※令和７年度の対象者数、受診率、受診者数等は、令和８年４月時点の速報値です。      
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【後期高齢者健康診査】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

対象者への 

受診勧奨(％) 

計画値 - - - - - - 100 100 100 

実績値 100 100 100 100 100 100 100 100  

対象者数(人) 実績値 63,434 65,791 66,786 67,040 69,658 72,000 74,295 75,576  

取組結果 

受診率(％) 

計画値 - - - 25.0 26.0 27.0 25.0 26.0 27.0 

実績値 24.9 24.6 21.3 20.4 22.3 23.7 23.6 24.1  

受診者数(人) 実績値 15,818 16,192 14,208 13,690 15,540 17,089 17,544 18,192  
      

 生活習慣病重症化予防事業の展開（計画書３５ページ） 

【特定保健指導】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

対象者への

利用券の送

付率(％) 

計画値 - - - - - - 100 100 100 

実績値 100 100 100 100 100 100 100 100  

対象者数(人) 実績値 2,220 1,980 1,435 1,707 1,611 1,572 1,586 1,405  

取組結果 

実施率(％) 

計画値 - - - 21.0 22.0 23.0 15.0 16.0 17.0 

実績値 11.8 18.0 9.0 9.1 9.5 13.4 9.7 0.2  

実施者数(人) 実績値 262 356 129 155 153 210 154 3  

※令和７年度の対象者数、受診率、受診者数等は、令和８年４月時点の速報値です。      

 後期高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施（ハイリスクアプローチ）（計画書３６ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

支援対象者

へのアプロ

ーチ率(％) 

計画値     - - 100 100 100 

実績値     100 100 100 100  

支援対象者

数(人) 
実績値     60 118 172 206  

取組結果 

アプローチ

数(人) 

実績値     60 118 172 206  
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 歯と口腔の健康づくりの推進（計画書３６ページ） 

【歯周病検診】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

対象者への

個別通知の

送付率(％) 

計画値 - - - - - - 100 100 100 

実績値 100 100 100 100 100 100 100 100  

取組結果 

受診率 

※30,40,50 歳 

の平均値(％) 

計画値 - - - - - - 11.7 11.9 12.1 

実績値 10.5 10.9 11.3 11.3 11.4 10.1 9.5 10.0  

※60,70 歳の 

平均値(％) 

計画値 - - - - - - 15.1 15.4 15.7 

実績値 13.9 13.8 12.4 13.3 14.6 13.7 13.3 13.2  
      

(３) 自立支援・重度化防止のための取組（計画書３６～３９ページ） 

令和 7 年度の自立支援・重度化防止のための取組について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

通所型短期集中予防サービスを創設しモデル事業を開始することができました。また

他の事業についても支障なく実施することができました。 

シニアリフレッシュ事業は、申請率 2％台を保持することができました。 

今後の対応 

現在要支援認定者が増加しており、今後も同様の傾向が続くと見込まれることから、引き続き介護予

防・生活支援サービス事業の見直しを進めていきます。 

シニアリフレッシュ事業については、申請率の維持に向けて引き続き事業を周知していきます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 介護予防・生活支援サービス事業の推進（計画書３６～３７ページ） 

横須賀市の総合事業において必要なサービスについて、庁内関係者で検討しました。それを

受け、令和７年度に地域包括支援センターの職員及び通所介護事業者等と共にワーキングを実

施し、新たなサービスの創設等の必要性について、検討を行いました。 

【通所型短期集中予防サービスの創設】 

従来の介護予防通所介護相当サービスでは不十分だった生活機能低下者や早期リハビリが

必要な方への支援を充実させるため、「通所型短期集中予防サービス」を令和８年 1 月に創設し、

モデル事業を開始しました。これまでありがちであったサービス依存による社会参加の阻害を

解消し、早期の自立支援や生活機能の改善、自己管理能力の向上を図ることで、積極的な社会

参加を促すことを目的としています。 

令和７年度の実績としては、1 名にサービスを提供しています。 
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 訪問型短期集中予防サービス（訪問型サービスＣ）の実施（計画書３７ページ） 

訪問リハビリサービスを提供する事業所へのヒアリングや関係者を集めたワーキングを経て

訪問型サービスＣを見直し、令和６年９月から新たな訪問型サービスＣのモデル事業を開始しま

した。見直し後の訪問型サービスＣは移動支援の一つと捉え、利用者が行きたい時に行きたい

場所に行けるようにすることを目的としています。本サービスは訪問看護事業所又は訪問リハ

ビリテーション事業所に委託して実施（令和６年度は訪問看護事業所にのみ委託）しており、坂

道や階段といった障壁を自力で克服できるよう支援するリハビリサービスを週２回の頻度で 3

か月間提供します。その後の３か月間はフォローアップ期間とし訪問リハビリサービスの提供は

行いませんが、利用者の要望に応じて相談支援やセルフケアの助言を行います。 

令和６年度の実績としては２名にサービスを提供しました。その結果、１名は身体機能の向上

が見られ、外出の範囲が広がり、3 か月後も行きたい場所に行くことができています。もう１名

は行きたい場所に行くことはできていないものの身体機能の向上が見られ、外出の範囲が広

がるといった効果がでています。 

令和７年度の実績としては、２名にサービスを提供しました。その結果、2 名とも身体機能の

向上が見られ、外出の範囲が広がり、3 か月後も行きたい場所に行くことができています。 

 基準緩和型訪問・通所サービス（訪問型・通所型サービス A）（計画書３７ページ） 

本市においては、令和６年度末時点で基準緩和型の指定を受けている事業所はありません。 

 要支援者に対する訪問・通所相当サービス（計画書３７～３８ページ） 

サービス利用量の実績値は 87 ページに記載 

 自立支援のための住宅改修（計画書３９ページ） 

サービス利用量の実績値は 87 ページに記載 

 自立支援のための福祉用具の貸与及び購入費の支給（計画書３９ページ） 

サービス利用量の実績値は 87 ページに記載 

 自立支援・介護予防のための地域ケア個別会議（計画書３９ページ） 

取組結果は 36 ページに記載 

 シニアリフレッシュ事業の実施（計画書３９ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

75 歳以上の

申請率(％) 

計画値 - - - - - - 2.5 2.7 3.0 

実績値 3.6 3.0 2.8 2.5 2.4 2.2 2.1 2.2  

75 歳以上の

申請者数(人) 
実績値 2,311 2,060 1,872 1,727 1,689 1,634 1,567 1,695  

75 歳以上の

助成枚数(枚) 
実績値 8,701 7,781 7,055 6,479 6,331 6,085 5,754 6,284  
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方針２ 地域における支え合いの基盤づくり（計画書４０ページ～） 

方針目標 

 高齢者が社会参加するきっかけづくりや情報提供を進めます。 

 生活支援コーディネーターと連携し、地域で暮らす方々の「やりたい・やってみたい」が実現で

きるよう、寄り添い一緒に考え、共に地域づくりを進めます。 

 地域の見守りネットワークの在り方や見守る人の負担軽減について関係機関と連携し検討し

ます。 

成果指標 

項   目 

経年比較 

令和元年度 

(2019 年度) 

現状 

令和４年度 

(2022 年度) 

中間目標 

令和７年度 

(2025 年度) 

中間結果 

令和７年度 

(2025 年度) 

成果目標 

令和 10 年度 

(2028 年度) 

「困ったときに助け合えるま

ちである」という問いに「そ

う思う」、「どちらかといえば

そう思う」と回答した人の割

合※１ 

 32.9％ 35.0％ 

58.8％ 

(62.2％) 

(参考） 

40.0％ 

趣味の活動や町内会・自治会

活動、仕事など何らかの社会

活動に週１回以上参加してい

る人の割合※２ 

51.6％ 

(54.4％) 

45.0％ 

(49.5％) 

47.0％ 

 

46.5％ 

(49.7％) 

49.0％ 

 

友人・知人に１か月会ってい

ないと回答した人の割合※２ 

10.7％ 

(11.0％) 

17.6％ 

(18.2％) 

15.5％ 

 

17.2％ 

(17.7％) 

10.7％ 

 

家族や友人・知人以外で何か

あったときに相談する相手が

いない人の割合※２ 

 
45.7％ 

(50.1％) 

42.0％ 

 

44.1％ 

(49.0％) 

40.0％ 

 

※１ 令和４年度は、横須賀市地域福祉計画に関するアンケート調査による 

令和７年度は、横須賀市 高齢者の生活状況調査による（※アンケート対象が異なるため、参考数値） 

※２ 令和４年度は、横須賀市高齢者福祉に関するアンケート調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査を含む）による 

令和７年度は、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査による 

（）内は、無回答・無効回答を除いた、有効回答のみを分母としたときの割合 

方針の評価 

地域における支え合いについて、令和元年度末以降、新型コロナウイルスの流行によって、対面

での交流機会が大幅に制限されました。令和４年度は、令和元年度と比較してグループ活動や友人

との交流が減っており、依然として新型コロナウイルスの影響を色濃く受けていると推察しました。

令和７年度の調査においても、令和４年度とほぼ同様の傾向がみられることから、地域交流におい

ては、新型コロナウイルスの影響を受けた状況が固定化したことを示唆しています。 

しかし、他者と交流を持つことや地域での居場所・役割を持つことは、高齢者自身の健康増進や

介護予防のための重要な要素です。また、地域の世帯の半数以上に高齢者がいて、単身の高齢者

世帯も多い中、地域コミュニティを維持するためには、高齢者が地域コミュニティに興味や関心を持

ち、実際に活動に参加して、たくさんの人とつながりを持つことが不可欠です。 

社会の変化により、地域の力だけでは解決が難しくなっていることが増えているなか、次期計画に

おいては行政をはじめ、多様な主体が地域の中に入り、地域運営について一緒に考える仕組みを

構築していきます。 
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2 生きがいづくり・社会参加支援 

(１) 社会参加の促進（計画書４２～４４ページ） 

令和 7 年度の社会参加の促進について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

C 

高齢者の社会参加促進の取り組みは、おおむね計画通りに実施し、一定の結果が得ら

れています。しかし、高齢者の地域活動への参加については、定年延長により就労を継

続する高齢者が増加している社会背景の中で、活動者の高齢化が顕著となっていま

す。その結果、役員の担い手不足や活動者の減少等の理由により、活動団体数及び活

動者数ともに減少しています。加えて、代表者が退任すると後任を確保できず活動継続

が困難となる例や、活動者の高齢化に伴って活動場所へ行くことが難しい会員も増え、

活動規模が徐々に縮小していく例も見られます。 

「ふれあいサポート券」については、令和５年度から、自動更新ではなく申請更新制にし

た影響で、発行枚数、利用者数ともに大きく減少しましたが、令和６年度には利用対象

施設を拡大した影響で、令和７年も利用者数は回復傾向にあります。 

今後の対応 

定年延長や高齢者のライフスタイルの変化により、高齢者の社会参加のあり方自体が変化していま

す。高齢者の団体においても、活動団体や活動者数が全体数として減少している一方で、新たな活動

に取り組む団体も出てきています。役員の負担軽減と後継者確保に向け、具体的な運営の分担体制

づくりや引継ぎ支援など団体の活動状況を把握し、運営に関する相談支援体制を強化するととも

に、団体の広報活動を支援してまいります。 

シニアパスやふれあいサポート券などの事業については、今後も必要な人に使っていただけるよう、

給付の適正化を続けつつ、周知を続けます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 シルバー人材センターへの支援（計画書４２ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

イベントの

後援回数(回) 

実績値 - - - - - １ １ １  

取組結果 

シルバー人

材センター

の登録会員

数(人) 

計画値 - - - 1,540 1,630 1,720 1,460 
1,460 

(1.314) 

1,460 

(1,357) 

実績値 1,313 1,292 1,196 1,199 1,196 1,272 1,182 1,261  

シルバー人

材センター

の受注金額

(千円) 

計画値 - - - 646,800 684,600 722,400 613,200 
613,200 

(550,200) 

613,200 

(567,000) 

実績値 575,274 552,674 507,060 497,694 493,367 498,265 505,497 512,606  

※全国シルバー人材センター事業協会が令和７年２月に目標値を修正したため、令和７、８年度は計画値を２段書きにして

います。()内が、修正後の目標値です。       
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 老人クラブ等への助成（計画書４２～４３ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

会長研修会

の実施(回) 

計画値 - - - - - - １ １ １ 

実績値 - １ ０ ０ １ １ １ １  

イベントの

共催・後援

(回) 

計画値 - - - - - - ２ ２ ２ 

実績値 - １ １ ２ ３ ６ ７ 10  

取組結果 

補助クラブ

数(団体) 

計画値 - - - 230 230 230 200 200 200 

実績値 244 239 234 210 193 174 159 147  

老人クラブの 

会員数(人) 

計画値 - - - 13,600 13,600 13,600 11,000 11,000 11,000 

実績値 14,759 14,178 13,757 12,399 11,110 9,939 9,264 8,471  
      

 高齢者生きがいの家への助成（計画書４３ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

作品展示機

会の提供 

実績値 １ １ 中止 中止 １ １ １ １  

取組結果 

補助団体数

(団体) 

計画値 - - - 13 13 13 10 10 10 

実績値 13 13 13 ９ ８ ７ ６ ６  

取組結果 

生きがいの家 

の会員数(人) 

計画値 - - - - - 130 130 130 130 

実績値 261 220 216 163 132 113 105 94  
     

 老人福祉センター・老人憩いの家の運営（計画書４３ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

生きがい講

座の実施 

実績値 - - - 377 285 280 233 79 

 

参加延べ人

数(人） 
実績値 - - - 2,400 2,405 2,817 2,963 968 

 

＊令和６年度までは、老人福祉センター及び老人憩いの家の実績値 

＊令和７年度からは、老人福祉センター及び老人憩いの家の跡地に開設した市民交流スペース及び憩いの家の実績値 
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 はつらつシニアパスの発行（計画書４４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

チラシ送付

先（方面） 

実績値 ９ ８ ８ ９ ９ ８ ８ ８  

広報よこす

か上での周

知（回） 

実績値 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２  

取組結果 

はつらつシ

ニアパス発

行枚数(枚) 

計画値 - - - 12,000 12,000 12,000 10,000 10,000 10,000 

実績値 15,567 12,417 10,327 9,553 9,342 9,511 9,756 12,364  
     

 ひとり暮らし高齢者入浴料等助成事業の実施（計画書４４ページ） 

令和６年度から、公衆浴場のほかに、健康増進センター「すこやかん」、生涯学習センター「ま

なびかん」、市営温水プール及びトレーニング室に補助対象を拡大し、「ふれあいサポート券」に

名称変更しました。計画書に記載の「入浴等利用券」は令和５年度までの名称で、令和６年度以

降は「ふれあいサポート券」のことを指します。今後、進捗管理資料では「入浴等利用券」を「ふれ

あいサポート券」と読み替えます。 

【ふれあいサポート券（令和５年度までは入浴等利用券）】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

発 行 枚 数

(枚) 

計画値 - - - - - - 189,716 190,916 192,115 

実績値 195,341 185,991 178,546 170,968 195,341 123,393 126,906 129,540  

取組結果 

利 用 枚 数

(枚) 

計画値 - - - 92,000 90,000 88,000 92,961 94,503 96,058 

実績値 98,546 95,686 83,508 78,534 74,436 70,079 70,194 66,458  

発行枚数に

対する利用

率(％) 

計画値 - - - - - - 49.0 49.5 50.0 

実績値 49.0 44.9 44.0 43.5 49.0 56.8 55.3 51.3  

利 用 者 数

(人) 
実績値 4,338 4,253 4,016 3,854 3,704 2,773 2,862 2,925  

      

 敬老祝い事業の実施（計画書４４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

88 歳への贈

呈件数(件) 

計画値 - - - - - - 2,873 2,981 3,090 

実績値 1,932 3,514 2,491 2,443 2,708 2,778 2,683 2,886  

100 歳への

贈 呈 件 数

(件) 

計画値 - - - - - - 150 157 164 

実績値 95 163 120 133 134 134 114 152  
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(２) 地域の健康度を高めるための取組（計画書４６～４７ページ） 

令和 7 年度の社会参加の促進について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

同項目内の事業については、６つの事業で設定した取組結果に対し、平均達成率は９

８％以上となりました。ただし、事業ごとに参加者数の目標値との乖離には差があり、

歯と口の健康づくり教室の達成率が１５３％と高かった一方で、介護予防サポーター養

成講座は６９％、地域への専門職派遣は６7％と他事業と比べ低調でした。地域ケア個

別会議については、概ね予定どおり開催することができました。 

今後の対応 

介護予防サポーター養成講座は、地域包括支援センター主催での開催が負担となっているため、実

施方法を見直し、令和 7 年度からは市が主催する回数を増やし、地域包括支援センターと共に実施

した結果、達成率が上昇したため、市が主催することを継続していきます。 

また、地域への専門職派遣については、地域の活動団体や地域包括支援センターへ周知した結果達

成率が上昇したため、継続し普及啓発を実施していきます。 

自立支援・介護予防のための地域ケア個別会議については、令和８年度以降運用を変更し、対象者

が自立を意識した主体的な状態改善に取り組み、「なりたい自分になる」ことができるよう多様な専

門職の視点から支援していきます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 地域の人材育成や活動支援（計画書４６ページ） 

【介護予防サポーター】（１コース２日間） 

※取組と実績は、市主催の養成講座と、地域包括支援センター主催の養成講座の合算 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

養成講座の

実施(コース) 

計画値 ５ ５ ５ - - - ４ ４ ４ 

実績値 ５ ４ 中止 ４ ３ １ ２ ２  

取組結果 

養成者数 

(実人数・単

年度）(人) 

計画値 90 90 90 90 90 90 90 90 90 

実績値 88 58 中止 58 40 42 43 62  

養 成 者 数

(実人数・累

計)(人) 

計画値 - - - - - - 1,542 1,632 1,722 

実績値 1,207 1,265 1,265 1,323 1,363 1,405 1,448 1,510  
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【フレイルサポーター】(１コース２日) 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

養成講座の

実施(コース) 

計画値 - - - - - - １ １ １ 

実績値 １ １ 中止 １ １ １ １ １  

取組結果 

養 成 者 数

(実人数・単

年度）(人) 

計画値 - - - 20 20 20 20 20 20 

実績値 22 17 中止 ８ 13 27 22 25  

養 成 者 数

(実人数・累

計)(人) 

計画値 - - - - - - 100 120 140 

実績値 22 39 39 47 60 87 109 134  
     

 地域に向けての普及啓発（計画書４６ページ） 

【地域型介護予防教室の実施】（全地域包括支援センターの合算値） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

教室実施回

数(回) 

計画値 290 290 290 240 240 240 240 240 240 

実績値 230 239 65 85 163 188 177 170  

取組結果 

参加者延人

数(人) 

計画値 5,800 5,800 5,800 3,600 3,600 3,600 ­ ­ ­ 

実績値 4,525 4,524 924 1207 2620 3442 3,454 2,703  
    

【地域の底力アップ教室】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

教室実施回

数(回) 

計画値 18 18 18 ­ ­ ­ ­ ­ ­ 

実績値 ­ ８ ０ ７ 13 10 17 20  

取組結果 

参 加 者 数

(人) 

計画値 ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ - 

実績値 ­ 147 ０ 76 144 249 376 468  
       

【ふれあい地域健康教室】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

教室実施回

数(回) 

計画値 35 35 35 50 50 50 50 50 50 

実績値 47 46 16 19 32 36 32 54  

取組結果 

参加者延人

数(人) 

計画値 1,200 1,200 1,200 1,500 1,500 1,500 ­ ­ ­ 

実績値 1,307 1,356 315 548 818 966 1,230 1,190  
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【歯と口の健康づくり教室】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

教室実施回

数(回) 

計画値 - - - - - - 30 30 30 

実績値 21 35 2 14 29 47 54 46  

取組結果 

参加者延人

数(人) 

実績値 541 1,643 106 337 2,152 1,036 2,277 1,572  

     

 地域への専門職の派遣（計画書４７ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

通いの場へ

の専門職派

遣 団 体 数

(団体) 

計画値 - - - ３ ３ ３ ６ ６ ６ 

実績値 ２ ２ 中止 中止 中止 １ １ ４  

取組結果 

派 遣 回 数

(回) 

実績値 12 12 中止 中止 中止 ３ ６ 18  

派遣先団体

の参加者数

(人) 

実績値 133 171 中止 中止 中止 20 ８ 72  

      

 自立支援・介護予防のための地域ケア個別会議（計画書４７ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

自立支援・

介護予防の

ための地域

ケア個別会

議開催(回) 

計画値 - - - 12 12 12 12 12 12 

実績値 - - - 12 12 12 12 11  
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3 支え合い活動への支援 

(１) 支え合う地域のネットワークづくり（計画書４８～５１ページ） 

令和 7 年度の支え合う地域のネットワークづくりについて、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

B 

生活支援団体への補助については、制度変更を行い２年目となりました。より多くの

団体の継続的な運営を支援できるよう、補助年数の上限を撤廃した制度ですが、想定

よりも多くの団体が自主的な運営に移行できており、令和７年度の補助件数は 24 団

体にとどまりました。また、生活支援以外の新たな取り組みにチャレンジする団体が増

加していることに伴い創設した課題チャレンジ加算については、24 団体中５団体が利

用しました。課題チャレンジ加算を利用する団体の多くは、生活支援以外の活動に取り

組むことにより、団体の活動をより多くの住民に知ってもらい、地域での顔の見える

関係性づくりにつなげたいという思いがあり、団体の活動の形も広がりつつありま

す。 

各地域支え合い協議会については、８地区で開催しました。令和７年度は生活支援コー

ディネーターの委託要件を専従として３年目となり、地域の「やりたい・やってみたい」

という思いやニーズを拾い上げて形にするという着実な活動の積み上げにより、地域

活動の広がりが見えてきました。令和７年度各協議体や生活支援コーディネーターが

携わったイベント等の開催件数は 48 件となり、昨年度に引き続き取組結果見込みを

大幅に上回ることができました。協議体未設置地域については、各地域の状況を鑑

み、適切な時期に柔軟な形で設置に向けた支援ができるよう順次アプローチしてきま

した。令和７年度は、未設置地域のうち１地域において、地域の特色や既存の取組を尊

重しつつ設置に向けた検討を進めることができました。他の未設置地域についても、

地域のニーズや特色に合わせた支援を行っていくことが課題となっています。 

今後の対応 

生活支援団体への補助については、変更後の制度内容を十分に周知し、より多くの団体の活動の幅

を広げることができるよう支援してまいります。 

協議体未設置地域については、生活支援コーディネーターと連携しながらそれぞれの地域のニーズ

を掘り起こし、設置の必要性や方向性について検討します。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 地域支え合い協議会の設置（計画書４８ページ） 

取組及び取組結果は②で記載します。 
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 生活支援コーディネーター（ＳＣ）の配置（計画書４８～５０ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

ＳＣの市内 

設置人数(人) 

実績値 １ ６ ８ 12 13 13 12 14  

取組結果 

各協議会や

ＳＣが携わ

った団体の

立ち上げや 

イベント(件) 

計画値 - - - - - - 15 15 15 

実績値 - - - - - - 40 48  

※ＳＣは委託・直営を含む       

 住民主体による生活支援活動への支援（計画書５０～５１ページ） 

令和６年度から一般介護予防事業へ移行し、立ち上げ型・継続型に分けていた補助を一本化

しました。また、補助の年数制限を撤廃しました。令和５年度以前の計画値と実績値は、補助制

度改正前の実績を参考に記載しています。 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

住民主体の

生活支援団

体に対する

補 助 件 数

(団体) 

計画値 - - - 20 22 23 35 36 38 

実績値 19 21 16 13 16 17 24 24  

取組結果 

延活動時間

(時間) 

実績値 11,724 17,101 7,442 6,353 6,851 8,800 14,785 15,006  

      

(２) 地域福祉促進のための連携・協力（計画書５１～５３ページ） 

令和 7 年度の地域福祉促進のための連携・協力について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

おおむね計画書に記載のとおり実施できました。なお、民生委員児童委員活動のため

の Q＆A 集の作成や、市民に対して民生委員児童委員の存在や役割を広く周知する

ためのパネル展示などのほか、各関係者との話し合いの場も設け、民生委員児童委員

の負担軽減を図っています。 

今後の対応 

今後も事業を継続していくとともに、引き続き各関係者との連携・協力を図っていきます。また、さ

らなる民生委員児童委員の負担軽減、担い手確保に向けた施策を検討していきます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 
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 民生委員児童委員との連携・協力（計画書５１～５２ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

民生委員児

童委員に対

する研修の

実施(回) 

計画値 - - - - - - ４ ４ ４ 

実績値 - １ ０ ４ ４ ４ ４ ４  

 

 福祉ボランティアとの連携・協力（計画書５２ページ） 

【よこすかボランティアセンターにおけるボランティア】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

ボランティ

ア登録者数

(人) 

計画値 - - - - - - 354 360 370 

実績値 235 275 265 266 354 155 176 122  

ボランティ

ア登録団体

数(団体) 

計画値 - - - - - - 124 127 130 

実績値 127 132 125 122 124 114 110 112  
       

 横須賀市社会福祉協議会、各地区社会福祉協議会との連携・協力（計画書５２ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

社会福祉推

進委員充足

率（％） 

実績値 89.2 89.3 86.5 85.5 73.8 80.8 83.2 80.9  

※実績値は当該年度の３月３１日時点の数値 

 民間団体及び事業者との連携・協力（計画書５３ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

地域の見守

り活動に関

する協定を

締結してい

る民間団体

等(団体) 

計画値 - - - - - - 67 67 67 

実績値 57 58 58 62 64 64 64 67  

※民間団体等の意向により、本市又は神奈川県と協定を締結しています。        
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方針３ 認知症との共生（計画書５４ページ～） 

方針目標 

 認知症の人や家族の理解者を増やし、認知症があってもなくても、同じ地域の一員として支え

合える共生社会を目指します。 

 認知機能の低下がみられた場合に、早期受診・早期支援につなげ、重症化を予防します。 

 生活上の困難が生じた場合でも、身近な地域で気軽に相談ができ、医療・介護の専門機関と共

に継続的に支援していく体制を整備していきます。 

成果指標 

項   目 

経年比較 

令和元年度 

(2019 年度) 

現状 

令和４年度 

(2022 年度) 

中間目標 

令和７年度 

(2025 年度) 

中間結果 

令和７年度 

(2025 年度) 

成果目標 

令和 10 年度 

(2028 年度) 

認知症に関する相談窓口を知

っていると回答した人の割合
※１ 

31.1％ 

(31.8％) 

27.7％ 

(28.5％) 

30.0％ 

 

32.6％ 

(33.7％) 

35.0％ 

 

現在の生活を継続していくに

あたって、主な介護者の方が

不安に感じる介護等につい

て、「認知症への対応」と回

答した人の割合※２ 

16.9％ 

（28.9％） 

20.1％ 

（31.3％） 

18.0％ 

 

26.9％ 

（28.2％） 

15.0％ 

 

※１ 令和４年度は、横須賀市高齢者福祉に関するアンケート調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査を含む）による 

令和７年度は、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査による 

（）内は、無回答・無効回答を除いた、有効回答のみを分母としたときの割合 

※２ 令和４年度は、横須賀市介護保険に関するアンケート調査（在宅介護実態調査を含む）による 

令和７年度は、在宅介護実態調査による 

（）内は、無回答・無効回答・「主な介護者に聞かないとわからない」を除いた、有効回答のみを分母としたときの割合 

方針の評価 

認知症の相談窓口の認知度は、昨年度より上昇しましたが、長期的にはおおむね横ばいです。ま

た、現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者が不安に感じる介護等について「認知症へ

の対応」と回答した人の割合についても、横ばいとなっています。 

令和５年度に成立し、施行された「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」と、それに基

づき令和６年度に閣議決定された「認知症施策推進基本計画」によって、「新しい認知症観」が打ち

出されました。本市ではこれまでも、共生と支援の両面から本人や家族等を支える取り組みを進め

てきましたが、この度、考え方が明文化されたことにより、より伝わりやすくなったと考えます。 

認知症は、年齢にかかわらず誰もがなりうる状態ですが、年齢が上がるにつれて発症率も上がり、

８５歳以上の人の半数以上が、認知症や、認知症の手前の段階である軽度認知障害（MCI）の状態

になることが分かっています。本市では、令和１７年（２０３５年）まで８５歳以上の人口が増加すると

見込まれており、それに伴って認知症やＭＣＩの人が増えることが予測されます。 

このような状況において、多くの市民が認知症を身近に感じ、認知症になった後も同じ地域の一

員として尊重し合いながら生活するためには、まず認知症について正しく知ることが重要です。次

期計画においては、認知症の人と家族等への支援を継続しつつ、新しい認知症観に基づく認知症の

正しい知識や、困ったときの相談窓口に周知と併せて、認知症と生活習慣が密接にかかわっている

ことから、認知症の有無にかかわらず、日ごろの健康づくりや地域交流について支援を強化します。 
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4 認知症に対する理解の促進 

(１) 普及啓発・本人発信支援（計画書５６・５７ページ） 

令和 7 年度の認知症の普及啓発・本人発信支援について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

認知症サポーター養成講座の実施回数については、前年を下回りました。主な要因と

しては、R6 年度は社会福祉協議会や町内会関係者の受講が多く、任期制のため同一

者が２年連続で受講することは見込みにくく、受講需要が一巡したことが考えられま

す。一方、R7 年１２月に民生委員児童委員一斉改選があったことから、新任者を中心

に今後受講希望が増える可能性が考えられます。また、若い世代についてのアプロー

チは引続き課題であり、学童・小中学校にも働きかけましたが、依頼件数は増えてはい

ないものの減ってもいない状況で、一定の関心は維持されています。学校ではカリキ

ュラム上、認知症に特化した内容を扱いにくい現状があることがわかりました。 

今後の対応 

若い世代への普及については、学童クラブや青少年活動団体への周知を強化いたします。さらに、

認知症サポーター養成講座が学校現場に受け入れられやすい入口づくりを強化していきます。「高

齢者理解」「支え合い」等の広いテーマの中で認知症を位置づけ、他機関と連携して授業や行事に組

み込みやすい内容や時間設定を検討していきます。前年度に課題として整理した内容の見直しにつ

いては、検討が十分に進まなかったのが現状です。令和８年度は、改定作業の前段として、利用実態

の把握を行い、内容の見直しが効果的な手段かどうかも含めて整理していきます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 認知症サポーターの養成（計画書５６ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

養成講座の

開催(回) 

計画値 - - - - - - 30 30 30 

実績値 71 74 23 28 19 40 57 44  

取組結果 

新規養成者

数(人) 

計画値 2,000 2,000 2,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 

実績値 2,089 1,921 575 705 515 1,046 1,646 1,226  

受 講 者 数

(累計)(人) 

計画値 24,536 26,536 28,536 27,214 28,214 29,214 29,000 30,000 31,000 

実績値 24,293 26,214 26,789 27,494 28,009 29,055 30,701 31,927  
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 認知症お役立ち BOOK の発行（計画書５６～５７ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

発行数(部) 

計画値   - 3,000 3,000 3,000 4,000 4,000 4,000 

実績値   10,000 10,000 ０ 4,000 1,000 300  

取組結果 

配布数(部) 
実績値   2,036 4,223 2,615 1,466 1,424 1,798  

      

 よこすかオレンジ LINE を活用した地域づくり（計画書５７ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

認知症コラム 

の発信(回) 

計画値   - - - - ６ ６ ６ 

実績値   ６ 12 ２ ４ ６ ４  

取組結果 

認知症コラム 

受信登録者

数(人） 

実績値   - - - 19,865 26,610 29,767  

      

 アルツハイマー月間（認知症月間）によるイベントの開催（計画書５７ページ） 

第８期計画期間中は、月間講座の開催、市関係施設でのライトアップ、普及啓発のためのパネ

ル展示、YouTube セミナーなどの取り組みを実施しました。 

令和７年度も同様の取り組みを実施し、パネル展示は、認知症への正しい理解を呼び掛ける

とともに認知症の人やその家族への連帯を示すことを目的として、「認知症とともに生きる～

理解と応援の気持ちをオレンジで表そう～」を市内３か所で実施しました。多様な来訪者が見込

める場所（市役所、商業施設、市民活動サポートセンター）で実施でき、周知機会の拡大につな

がりました。 

5 認知症当事者と家族への支援 

(１) 認知症高齢者・介護者の支援の充実（計画書５８～６１ページ） 

令和 7 年度の認知症高齢者・介護者の支援の充実について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

認知症初期集中事業の新規相談件数及びチーム取扱い件数が、ともに計画値を大幅

に下回っていますが、これは認知症に対する理解が進み、医療サービス・介護サービス

に早期につながることができていることにより、減少していると判断しています。 

今後の対応 

認知症に関する周知啓発を継続するとともに、医療サービス、介護サービスを中断してしまってい

る方に関する支援を引き続き行っていきます。 
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以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 認知症初期集中支援事業の実施（計画書５８～５９ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

周知チラシ

配布(枚) 

実績値 7,272 6,065 2,936 2,549 2,834 3,257 2,423 2,693  

取組結果 

新規相談件

数(件) 

計画値 62 100 100 60 65 70 30 30 30 

実績値 47 49 29 38 14 ８ ６ 13  

チーム取扱

い件数(件) 

計画値 - - - - - - 40 40 40 

実績値 57 65 47 44 24 11 ７ 14  
       

 横須賀にこっと SOS ネットワークの周知（計画書６０～６１ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

事前登録周

知用カード

配布(枚) 

実績値 - - 6,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4000  

取組結果 

新規登録者

数(人) 

計画値 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

実績値 85 90 103 121 148 149 143 109  

登録者総数

(各年度３月

末現在)(人) 

実績値 284 373 476 597 455 469 509 494  

ＳＯＳ情報 

ＬＩＮＥ 

配信先件数

(件) 

計画値 - - - - - - 20,000 25,000 30,000 

実績値 - - - - 10,082 20,491 25,738 26,703  
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(２) 認知症の各種相談・支援の実施（計画書６１～６３ページ） 

令和 7 年度の認知症の各種相談・支援の実施について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

Ａ 

認知症ケアパスについて、市役所や医療・介護関係機関での配架に加え、各種イベント

や講座など様々な機を捉えて配布を行った結果、予定枚数を超えて配布することがで

きました。また、認知症相談件数は計画値を上回る件数となりました。もの忘れ相談

も、おおむね見込んだ回数を実施しています。 

今後の対応 

今後も、様々な機を捉えて認知症ケアパスの配布を行うことで、認知症に関する相談窓口や利用で

きるサービスの周知を図りたいと考えています。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 認知症相談窓口の設置（計画書６１ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

横須賀市に

おける電話

及び窓口の

認知症相談

件数(件) 

計画値 - - - 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 

実績値 2,385 1,819 2,244 2,063 1,848 1,903 2,237 2,033  

地域包括支

援センター

における電

話及び窓口

の認知症相

談件数(件) 

計画値 - - - - - - 3,000 3,000 3,000 

実績値 2,415 2,586 2,770 3,103 2,939 2,204 2,243 2,452  

       

 もの忘れ相談の実施（計画書６２ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

もの忘れ 

相談の開催

(回) 

計画値 - - - 24 24 24 24 24 24 

実績値 23 18 - 22 23 21 21 23  

取組結果 

もの忘れ 

相談の参加

者数(人) 

計画値 - - - 72 72 72 72 72 72 

実績値 51 37 36 43 54 45 52 54  
     

 認知症高齢者介護者の集いの開催（計画書６２ページ） 

取組結果は 54 ページに記載 
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 多職種連携セミナーの開催（計画書６２ページ） 

取組結果は 71 ページに記載 

 認知症ケアパスの発行（計画書６３ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

認知症ケア

パスの発行

数(部) 

計画値 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 

実績値 - 10,000 5,000 5,000 5,000 10,000 6,200 6,000  

取組結果 

認知症ケア

パスの配布

数(部) 

実績値 7,272 7,186 4,641 3,020 4,575 5,003 6,163 6,424  

      

(３) 認知症地域支援体制の強化（計画書６３～６４ページ） 

令和 7 年度の認知症地域支援体制の強化について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

令和７年度は、認知症カフェが新たに１件立ち上がり、地域の居場所・相談の受け皿が

拡充しました。認知症カフェ連絡会では当事者・当事者家族を交えたパネルディスカッ

ションを実施し、運営者が本人の声や家族の思いを直接共有できたことで、活動の意

義を再確認し、モチベーション向上につながりました。また、認知症オレンジパートナー

養成講座は前年度より受講者が増加し、「傾聴」をキーワードに企画したことで参加の

動機づけが明確となり、認知症カフェ参加者の受講にもつながった可能性が考えられ

ます。一方で、受講後の活動機会の確保や継続的な関わりを促す仕組みづくりが必要

であると考えます。 

今後の対応 

認知症カフェの新たな立ち上げについて、地域の中の「やりたい」という声を生活支援コーディネー

ターが拾い、認知症地域支援推進員へつなぐといった連携の効果が表れています。今後もこの連携

体制を強化することで、地域の中に多くの居場所をつくっていきたいと考えています。さらに、認知

症オレンジパートナーが具体的な活動者となり、横のつながりをもつためにもフォロー研修の企画

を検討していきます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 
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 認知症オレンジパートナーの養成（計画書６３ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

養成講座の

開催(回) 

計画値 県事業 - - - - - １ １ １ 

実績値 県事業 １ 中止 １ １ １ １ １  

取組結果 

新規養成者

数(人) 

計画値 県事業 - - 25 25 25 30 30 30 

実績値 県事業 21 中止 25 20 14 16  23  

受講者数(実

人 数 ・ 累

計)(人) 

計画値 県事業 - - - - - 295 325 355 

実績値 県事業 116 225 245 265 279 295 318  
       

※令和２年度では、若年性認知症支援者 109 人を認知症オレンジパートナーに統合しました。 

 チームオレンジの構築（計画書６３～６４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

認知症地域

支援推進員

の設置(人) 

実績値 １ １ １ １ １ １ １ １  

取組結果 

チームオレ

ンジ活動団

体数(団体) 

計画値 - - - - - - ３ ４ ５ 

実績値 ０ ０ ３ ３ ３ ３ ３ ４  
       

 認知症カフェへの支援（計画書６４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

認知症カフ

ェ連絡会の

開催(回) 

計画値 - - - - - - １ １ １ 

実績値 - - - - １ １ １ １  

取組結果 

認知症カフ

ェ活動数(箇

所) 

計画値 - - - - - - 20 25 30 

実績値 - - 17 18 19 20 24 25  

      

(４) 若年性認知症の人への支援、社会参加支援（計画書６４・６５ページ） 

令和 7 年度の若年性認知症の人への支援、社会参加支援について、総評は以下のとおりで

す。 
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自己評価 評価の理由と課題 

C 

若年性認知症のつどいの参加者数は横ばいで推移していることから、一定のニーズと

居場所機能は維持できていると考えられます。参加者が大きく減少していない点は、

当事者・家族が安心して集える場として定着していることの表れでもあると言えます。

一方で、当事者の高齢化が進み、参加継続の障壁が移動・同行等の実務的負担に移り

つつあります。結果として、「場の提供」だけでは十分とは言い切れない状況が見えて

きています。さらに、支援者がやや固定的になってきているという課題が引続きあり

ます。 

今後の対応 

引き続き、養成した認知症オレンジパートナーに、若年性認知症のつどいの支援者として活動してい

ただけるよう、認知症オレンジパートナー講座内で協力依頼を求めていきます。また、若年性認知症

コーディネーターと連携して、当事者の方の本人発信や社会参加を支援していきます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 若年性認知症支援コーディネーターとの連携（計画書６４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

連携事例件

数(件) 

実績値 - ０ １ ２ １ ３ ３ １  

取組結果 

本人ミーテ

ィング実施

回数(回) 

実績値 - ０ １ ２ ０ １ ０ ０  

                                    

 若年性認知症のつどいの開催（計画書６４～６５ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

開催(回) 

計画値 - - - ６ ６ ６ ６ ６ ６ 

実績値 ６ ６ ３ ５ ６ ６ ６ ６  

取組結果 

参加人数

(全体数(当

事者・家族

含む))(人) 

計画値 - - - 240 240 240 131 180 240 

実績値 207 196 72 134 131 128 128 126  

( 若 年 性 

認 知 症 の  

当 事 者 ・ 

家族)(人) 

計画値 - - - 120 120 120 46 60 80 

実績値 91 82 29 55 46 45 51 35  
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方針４ 高齢者本人と家族を支えるネットワークの充実（計画書６６ページ～） 

方針目標 

 在宅生活の不安を減らせるよう支援を強化していきます。 

 介護者の心身の負担を軽減し、介護を継続していけるよう支援していきます。 

 多機関との協働により取りこぼしのない包括的な相談支援体制を推進します。 

 関係機関との連携を深めて支援体制を強化し、高齢者虐待を防止します。 

 安心して在宅療養や在宅看取りを選択できる体制を整備します。 

成果指標 

項   目 

経年比較 

令和元年度 

(2019 年度) 

現状 

令和４年度 

(2022 年度) 

中間目標 

令和７年度 

(2025 年度) 

中間結果 

令和７年度 

(2025 年度) 

成果目標 

令和 10 年度 

(2028 年度) 

在宅介護継続にあたり、介護

者が、不安に感じていること

は特にないと回答した割合※１ 

6.8％ 

（11.6%） 

6.7％ 

(10.5％) 

6.8％ 

 

9.6％ 

(10.5％) 

7.0％ 

 

養護者による虐待と判断した

件数 
71 115 件 110 件 141 件 105 件 

家族や友人・知人以外で、何

かあったときに相談する相手

がいないと回答した割合※２ 

 
45.7％ 

(50.1％) 

40.0％ 

 

44.1％ 

(49.0％) 

35.0％ 

 

人生の最終段階まで自宅で暮

らしたいと考える人が、その

希望を実現できると考える割

合※３ 

31.7％ 

(32.5％) 

31.7％ 

(32.7％) 

35.0％ 

 

33.8％ 

(35.1％) 

38.0％ 

 

※１ 令和４年度は、横須賀市介護保険に関するアンケート調査（在宅介護実態調査を含む）による 

令和７年度は、在宅介護実態調査による 

（）内は、無回答・無効回答・「主な介護者に聞かないとわからない」を除いた、有効回答のみを分母としたときの割合 

※２ 令和４年度は、横須賀市高齢者福祉に関するアンケート調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査を含む）による 

令和７年度は、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査による 

（）内は、無回答・無効回答を除いた、有効回答のみを分母としたときの割合 

※３ 令和４年度は、横須賀市高齢者福祉に関するアンケート調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査を含む）による 

令和７年度は、横須賀市 高齢者の生活状況調査による（ただし、両アンケートは対象者が異なるため、ニーズ調査の対

象者である、要介護１～５以外の高齢者のみを集計することで、比較を可能とした） 

（）内は、無回答・無効回答を除いた、有効回答のみを分母としたときの割合 

方針の評価 

在宅生活継続にあたり、約９割の介護者が、依然として何かしらの不安を感じています。また、家

族や友人・知人以外に相談相手がいないと回答した人の割合も前回から横ばいの傾向であり、およ

そ半数の人が、困難が生じたときに自分や周囲だけで抱え込んでしまう可能性があります。 

高齢者が安心して住み慣れた自宅での生活の継続を選択するためには、それを支える人々の生

活や安心も、同時に確保する必要があります。そのため、次期計画においては包括的な相談支援体

制を引き続き強化し、「特定の個人」に負担が集中し、大きな不安や困りごとを抱えたまま孤立して

しまうことを防ぎます。また、生活を維持するために必要な支援について、医療・介護サービスを適

切に利用するとともに、民間事業者、NPO、ボランティアによる支援・サービス等の多種多様な支

援・サービスを活用できるよう、地域資源の周知や活用についても支援します。これにより、高齢者

が住み慣れた自宅での生活を継続し、その人らしい毎日を安心して送れるようにします。 
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6 在宅生活の継続支援 

(１) 情報発信（計画書６８・６９ページ） 

令和 7 年度の在宅生活の継続支援のための情報発信について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

ＷＥＢサイト「生活に役立つ地域の情報」について、地域で新たに立ち上がった支え合

い団体等へ掲載の案内を行った結果、掲載団体数の増加につながりました。 

本ＷＥＢサイトは、令和８年度より重層的支援体制整備事業で導入される新たな地域

資源情報検索システムに移行するため、令和７年度をもって運用を終了することにな

りました。「生活に役立つ地域の情報」に掲載中の地域団体や事業者の円滑な掲載移

行に向けた周知に注力した結果、事業者への新規掲載の働きかけや周知の強化に十

分取り組むことができず、閲覧数が減少しました。 

各種制度説明パンフレットについては、市役所ほか行政センターなどでも配布してお

り、手に取っていただける数も多いことから、一定の効果は得られています。しかし、

ホームページの閲覧回数は少ないなど、行政施設まで足を運ばない人に対する周知に

ついては、依然として課題があります。 

今後の対応 

WEB サイト「生活に役立つ地域の情報」について、既存の掲載団体及び事業者に対し、新しく導入さ

れた地域資源情報検索システムへの円滑な移行や新システム利用の周知に取り組んでいきます。 

そのほか、高齢者向けサービスや介護保険のしくみなどが横須賀市ホームページで調べられるよ

う、より分かりやすいページ作りに取り組みます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 地域資源情報の収集と周知（計画書６８ページ） 

【ＷＥＢサイト「横須賀市生活に役立つ地域の情報」】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

閲覧数(PV) 
実績値 - - - - - 33,549 34,663 33,961  
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 高齢者福祉施策と介護保険制度の周知（計画書６９ページ） 

【高齢者福祉一般施策説明パンフレット(知ってて安心、高齢者福祉制度)】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

発行数(部) 

計画値 - - - - - - 1,000 1,000 1,000 

実績値 - - - - - - 721 950  

取組結果 

配布数(部) 
実績値 - - - - - - 721 950  

                                  

【介護保険制度説明パンフレット】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

発行数(部) 

計画値 - - - - - - 16,000 16,000 16,000 

実績値 15,000 15,000 15,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000  

取組結果 

配布数(部) 
実績値 - - - - - 15,440 16,000 14,556  

ＷＥＢ版の

閲覧数(PV) 
実績値 - - - - - 2,051 2,080 1,716  

                                  

【介護保険総合案内・介護サービス事業所リスト（ハートページ）】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

発行数(部) 

計画値 - - - - - - 9,900 9,900 9,900 

実績値 9,900 9,900 9,900 9,900 9,900 9,900 9,900 9,900  

取組結果 

配布数(部) 
実績値 - - - - - 9,900 9,900 9,900  

                                  

【介護保険制度啓発用パンフレット（ミニガイド）】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

発行数(部) 

計画値 - - - - - - 6,000 6,000 6,000 

実績値 - - - 7,000 6,000 6,000 7,000 7,000  

取組結果 

配布数(部) 
実績値 - 5,448 5,166 5,244 5,007 5,220 5,235 5,167  
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 まちづくり出前トークの実施（計画書６９ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

民生委員に

ついて 

実

績

値 

(件) 0 0 0 0 0 1 0 0  

(人) 0 0 0 0 0 9 0 0  

地域の支え

合い・助け

合い 

実

績

値 

(件) 0 2 0 1 4 1 3 2  

(人) 0 38 0 16 108 35 72 37  

すべての市

民のための

終活支援 

実

績

値 

(件) - - - 0 48 64 29 79  

(人) - - - 0 1,104 1,344 1,015 2,170  

在宅療養・

在宅看取り

について 

実

績

値 

(件) 19 7 0 2 0 1 0 2  

(人) 468 268 0 56 0 30 0 70  

介護予防・

日常生活支

援総合事業

について 

実

績

値 

(件) 0 0 0 0 2 0 0 0  

(人) 0 0 0 0 50 0 0 0  

介護保険制

度について 

実

績

値 

(件) 6 4 0 1 4 5 3 5  

(人) 133 106 0 9 90 132 114 173  

※複数のテーマで実施した場合は、それぞれのテーマで件数・人数をカウントしています。 

(２) 住環境の整備（計画書７１・７２ページ） 

令和７年度の在宅生活の継続支援のための住環境の整備について、総評は以下のとおりで

す。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

住宅改修、福祉用具にかかる費用の支給については支障なく実施することができまし

た。 

緊急通報システムについては、委託事業者の変更及び利用者の施設入所等により利用

終了者が増えたことで、利用者数が減少しました。一方で、支援を必要としている方も

確実にいるので、引き続き制度の周知に努めます。 

今後の対応 

今後も継続して取り組んでいきます。 
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以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 緊急通報システムの設置（計画書７１ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

緊急通報シ

ステム設置

数(件) 

計画値 - - - 3,100 3,170 3,240 3,294 3,339 3,385 

実績値 2,977 3,054 3,089 3,083 3,191 3,241 2,716 2,702  

取組結果 

年度内新規

設置数(件） 

実績値 640 528 459 478 540 590 413 416  

取組結果 

年度内撤去

数(件） 

実績値 347 451 424 490 432 542 914 394  

      

 住宅改修費の支給（計画書７１ページ） 

サービス利用量の実績値は 86 ページに記載 

 福祉用具の貸与及び購入費の支給（計画書７１～７２ページ） 

サービス利用量の実績値は 86 ページに記載 

(３) ひとり暮らし高齢者への支援（計画書７４ページ） 

令和 7 年度のひとり暮らし高齢者への支援について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

Ａ 

個人情報の問題等により、ひとり暮らし高齢者登録を希望する方が年々減少していま

す。今後しばらくは横須賀市の高齢化率はゆるやかに上昇が続くと見込まれており、

ひとり暮らしの方も増えている中で、登録が必要だと判断された方が適宜登録されて

いる状況と推察されます。 

今後の対応 

見守りや支援を必要とするひとり暮らしの方が円滑に支援につながることができるよう、引き続き

各支援制度の周知に努めます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 ひとり暮らし高齢者実態調査（計画書７４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

ひとり暮ら

し高齢者登

録者数(人) 

計画値 - - - 10,580 10,660 10,750 10,080 10,144 10,208 

実績値 10,430 10,414 10,311 10,251 10,110 9,963 9,758 9,549  
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 ひとり暮らし高齢者入浴料等助成事業の実施（計画書７４ページ） 

取組結果は 33 ページに記載 

 緊急通報システムの設置（計画書７４ページ） 

取組結果は 52 ページに記載 

 高齢者等ごみ出し支援収集の実施（計画書７４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

高齢者等ご

み出し支援

収 集 者 数

(人) 

計画値 - - - - - - 60 70 80 

実績値 11 13 23 26 31 42 64 47  

       

(４) 介護者への支援（計画書７５～７７ページ） 

令和 7 年度の介護者への支援について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

C 

福祉の相談窓口「ほっとかん」における介護等の総合相談件数は前年より増加してい

る一方で、「こころの相談」については、見込み値を下回っています。これは、事業の実

施告知が広報誌やホームページ等の受動的な広報に留まっているため、介護に追われ

る忙しい介護者等に情報が届いておらず、また介護者自身も相談の必要性を認識する

余裕がない状況にあると考えます。介護者への支援としてのシニアリフレッシュサービ

スは、対象の年齢層が減少していることもあり、実績も減少傾向です。 

紙おむつ事業については、給付適正化のため更新申請を導入し、支給要件を精査しま

した。また、寝具丸洗いサービス事業については、対象者を本市の認定を受け、市内に

居住している方としました。これらの影響で、実績が減少しています。 

今後の対応 

介護者等が支援に円滑につながるようにするためには、今後、能動的なアウトリーチ手法の検討が

必要と考えています。併せて既存の事業についてもニーズを把握し、今後のあり方を検討していき

ます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 福祉の総合相談窓口「ほっとかん」における支援（計画書７５ページ） 

取組結果は 57 ページに記載 
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 高齢者・介護者のためのこころの相談の実施（計画書７５ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

こころの相

談の開催 

計画値 - - - 35 35 35 35 35 35 

実績値 35 33 30 19 12 10 16 13  

取組結果 

実参加者数

(人) 

実績値 - - - - - 12 22 20  

延参加者数

(人) 

計画値 - - - 60 60 60 50 50 50 

実績値 56 45 40 25 17 13 22 20  
       

 認知症高齢者介護者の集いの開催（計画書７５ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

介護者の集い

の開催(回) 

計画値 - - - - - - ８ ８ ８ 

実績値 18 18 ６ ５ ６ ８ ８ ９  

会報の発行

(回) 

計画値 - - - - - - ２ ２ ２ 

実績値 ６ ６ ３ ２ ２ ２ ２ ２  

取組結果 

集いの実参

加者数(人) 

実績値 38 38 11 27 31 46 37 41  

集いの延参

加者数(人) 
実績値 49 54 12 27 41 64 59 58  

       

 シニアリフレッシュ事業の実施（計画書７６ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

65 歳以上

75 歳未満の

介護者の利

用申請者数

(人) 

計画値 - - - - - - 14 16 18 

実績値 20 18 11 13 13 16 ９ ７  

 
※ 本事業は方針１（29 ページ）にも記載していますが、２つの事業目的を有するため、本項目では介護者への支援として

の取組結果を記載しています。      
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 紙おむつ支給事業の実施（計画書７６ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

紙おむつ支

給事業利用

実人数(人) 

計画値 - - - 3,680 3,840 3,980 1,705 1,740 1,775 

実績値 4,399 4,758 5,980 3,020 3,354 3,236 2,951 2,377  

利用延件数

(件) 
実績値 49,441 49,906 51,459 38,442 31,067 28,688 24,752 21,320  

年間給付額

(千円) 
実績値 136,780 130,728 135,327 101,146 82,098 76,114 65,538 61,718  

      

 寝具丸洗いサービス事業の実施（計画書７６ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

寝具丸洗い

サービス利

用 実 人 数

(人) 

計画値 - - - 1,820 1,820 1,890 1,105 1,128 1,151 

実績値 1,824 1,780 1,376 1,192 1,033 735 660 536  

利用延件数

(回) 
実績値 5,186 3,618 3,285 2,968 2,465 1,365 1,193 1,034  

年間給付額

(千円) 
実績値 22,725 14,045 13,022 11,765 9,771 9,419 8,232 7,135  

       

 出張理容等サービス事業の実施（計画書７７ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

出張理容等

サービス利

用 実 人 数

(人) 

計画値 - - - 1,950 1,970 1,990 1,337 1,364 1,392 

実績値 1,791 1,845 1,854 1,758 1,579 1,512 1,371 1,332  

利用延件数

(回) 
実績値 7,411 6,860 6,399 6,274 5,518 5,271 4,689 4,581  

年間給付額

(千円) 
実績値 24,456 19,208 17,917 17,567 15,450 14,759 13,129 12,827  

       

 家族介護慰労金の支給（計画書７７ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

慰労金の支

給件数(件) 

実績値 ２ ２ ０ １ ０ １ ２ ２  
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(５) 介護保険制度の利用とサービス種類（計画書７７～７９ページ） 

 介護保険制度の利用（計画書７７ページ） 

要介護・要支援認定者数は 4 ページに記載 

要介護・要支援申請数などは 74 ページに記載 

 在宅生活継続のためのサービス種類（計画書７８～７９ページ） 

サービス利用量の実績値は 86 ページに記載 

7 包括的な相談支援の充実 

(１) 相談支援体制の強化（計画書８０・８１ページ） 

令和 7 年度の相談支援体制の強化について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

Ａ 

「ほっとかん」における福祉の総合相談件数は計画値を上回る件数となっており、相談

窓口としての周知が順調に進んでいることを示しています。その一方で、想定を超え

る相談件数により職員の負担が増大しており、一人ひとりの相談者に十分な時間をか

けた丁寧な対応が困難になりつつあります。また、相談の待ち時間の長期化や、緊急

性の高いケースへの迅速な対応に支障をきたす恐れがあり、市民が必要とする福祉サ

ービスの質の維持・向上が課題となっています。 

今後の対応 

増員のほか、ＩＣＴを活用した業務効率化の取組を検討します。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 福祉の総合相談窓口「ほっとかん」における支援（計画書８０～８１ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

介護や生活

困窮、障害、

子育て、ひ

きこもりな

ど福祉の総

合相談件数

(件) 

計画値   - - - - 8,000 8,500 9,000 

実績値   6,567 9,626 8,334 9,647 10,065 11,403  

（うち高齢

者の相談件

数）(件) 

実績値   6,567 6,444 5,468 7,580 8,812 6,057  

困難事例に

おけるほっ

とかん職員

の家庭等訪

問件数(件) 

計画値   - - - - 750 800 850 

実績値   38 746 756 992 1,250 2,040  
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 高齢者総合相談窓口としての「ほっとかん」の周知（計画書８１ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

チラシの発

行・配布枚

数(枚) 

実績値 - - 17,700 10,700 10,700 10,700 10,700 10,700  

公式ＬＩＮ

Ｅでの通知

回数(回) 

実績値 - - - - - ７ ３ ３  

     

(２) 地域包括支援センターの機能強化（計画書８３・８４ページ） 

令和 7 年度の地域包括支援センターの機能強化について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

B 

地域包括支援センターの周知に関しては、専用のチラシより介護保険全体のパンフレ

ットを使用することが主となったため、チラシの配布部数が大幅減となっています。た

だし、総合相談件数は計画値を大幅に上回る結果となりました。また、地域包括支援セ

ンター向けの情報交換会や研修会について、ZOOM での参加者を計上することによ

り昨年度より参加者数が大幅に増加しています。 

今後の対応 

福祉人材の確保のため、地域包括支援センター職員の事務負担の軽減及び人材確保の支援策を検

討していきます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 地域包括支援センターの周知（計画書８３ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

チラシの発

行・配布部

数(部) 

実績値 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 360  

取組結果 

介護や成年

後見制度、

虐待など高

齢者の総合

相 談 件 数

(件) 

計画値 - - - - - - 70,000 75,000 80,000 

実績値 70,882 71,605 74,753 71,206 68,905 81,303 85,860 85,428  
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 運営体制の整備と事業評価の実施（計画書８４ページ） 

令和７年度の事業評価について、以下のとおりです。 

第１８回事業評価（令和５年１０月１日～令和６年９月３０日の期間）について、令和６年第３回

介護保険運営協議会（令和６年１２月２６日開催）に議題として提出し、審議しました。 

第１９回事業評価（令和６年１０月１日～令和７年３月３１日の期間）について、令和７年第３回

介護保険運営協議会（令和７年１２月１８日開催）に議題として提出し、審議しました。 

第２０回事業評価（令和７年４月１日～令和８年３月３１日の期間）について、令和８年第３回介

護保険運営協議会（令和８年１２月開催予定）に議題として提出し、審議する予定です。 

 人員体制の確保（計画書８４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

情報交換会

の開催(回) 

実績値 ５ ４ ３ ４ ４ ４ ４ ４  

職員研修会

の開催(回) 
実績値 ２ ２ ２ ２ ４ ２ ２ ２  

取組結果 

情報交換会

の参加者数

(人) 

実績値 - 80 48 39 141 143 140 278  

職員研修会

の参加者数

(人) 

実績値 157 85 80 75 141 62 59 137  

 

(３) 地域ケア会議の充実（計画書８６・８７ページ） 

令和 7 年度の地域ケア会議の充実について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

B 

権利擁護支援が必要な困難事例等の検討会議については、計画値よりやや下回る結

果となりました。複雑化・複合化する事案は年々増加傾向にはありますが、検討会議の

開催までいかなくても医療・介護機関同士の日常の連携により対応できる事例も増加

してきたことも一因です。 

届け出のあったケアプラン検討会議については、該当するケアプランが少なかったた

め実績値が計画値より低いですが、支障なく実施することができました。 

今後の対応 

支援者間における情報共有の仕組みを見直すなど、支援者支援の取り組みを進めます。各会議の開

催については、今後も継続して取り組んでいきます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 
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 地域ケア会議とは（計画書８６～８７ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

権利擁護支

援が必要な

困難事例等

の検討会議

(回) 

計画値 - - - - - - 64 回 64 回 64 回 

実績値 - 110 回 102 回 45 回 79 回 89 回 69 回 57 回  

届出のあっ

たケアプラ

ン検討会議

(回) 

計画値  - - - - - ８回 ８回 ８回 

実績値  １回 ５回- ４回 ４回 ４回 ２回 １回  

※ 事業対象者及び要支援者を対象者とした自立支援・介護予防のための地域ケア個別会議の取組見込みは３６ページに

記載 

8 尊厳の保持・権利擁護の推進 

(１) 高齢者の権利を守るための取組について（計画書８８・８９ページ） 

(２) 成年後見制度の利用促進（計画書９１～９４ページ） 

令和 7 年度の成年後見制度の利用促進について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

市長申立件数は計画値より下回りましたが、成年後見制度に関する相談件数及び報酬

助成の件数は計画値を大幅に上回っています。相談件数の大幅な増加は、よこすか成

年後見センターが広く周知されたということも一因と考えています。 

今後の対応 

身近な成年後見制度利用の相談窓口として機能し、適切な制度案内を行うとともに、必要に応じて

市長申立てや報酬助成制度を活用します。あわせて、成年後見制度情報交換会等を通して各専門団

体や関係機関等と連携を深めてまいります。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 よこすか成年後見センターについて（計画書９１ページ） 

市民の方や医療従事者、地域包括支援センター職員、ケアマネジャーから、利用に関する相談

や、支援者不在による市長申立の実施の依頼を受け、制度利用を実施しました。 

また、制度理解や周知のために、地域包括支援センターや町内会に訪問し、ケアマネジャーや

地域住民の方に説明を行いました。 

 地域連携ネットワークの構築（計画書９１～９２ページ） 

地域連携ネットワーク強化に向け、情報交換会等を実施し、関係機関に働きかけました。 

 成年後見制度等に関する相談・支援の実施（計画書９２ページ） 

制度に関する相談であれば、地域福祉課総合相談担当職員が制度についてご説明し、制度利
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用の相談があったら、まず本人の意向を確認し、制度利用に繋げるのか、または日常生活自立

支援事業に繋げるのかを判断します。制度利用が適切だと判断した場合に、資力を調査し、本

人の申立てが可能か、親族の支援は望めるのか等を確認し、そのうえで、本人の判断力も資力

もなく、親族の支援も得られない状況で且つ制度利用が望ましい方には市長申立てにより制度

利用に繋げるように支援を行いました。（取組結果は、61 ページ⑥、⑦に記載） 

 成年後見制度普及啓発講演会の開催（計画書９２～９３ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

成年後見制

度普及啓発

講演会の開

催(回) 

計画値 - - - １ １ １ １ １ １ 

実績値 １ １ 中止 １ １ ３ １ ２  

取組結果 

成年後見制

度普及啓発

講演会の参

加者数(人) 

計画値 - - - 70 75 80 75 80 85 

実績値 47 70 中止 23 50 87 51 91  

       

 成年後見制度パンフレットを活用した周知（計画書９３ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

成年後見制

度パンフレ

ット配布枚

数(枚) 

計画値 - - - - - - 980 980 980 

実績値 - - - - - 2,033 980 980  

取組結果 

成年後見制

度に関する

相 談 件 数

(件) 

計画値 - - - - - - 800 850 900 

実績値 - - - 854 668 667 1,011 1,423  

       

 市長による成年後見等の審判請求（市長申立て）の実施（計画書９３ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

市長申立て

件数(件) 

計画値 - - - 28 31 34 37 40 43 

実績値 17 17 21 41 32 39 48 31  
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 成年後見制度利用支援事業の実施（計画書９３～９４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

報酬助成件

数（65 歳未

満の人を含

む）(件) 

計画値 - - - 25 30 35 42 46 48 

実績値 ９ 14 13 20 38 54 69 59  

本市におけ

る成年後見

制度利用者

延べ人数 

※任意後見

は除く(人) 

計画値 - - - - - - 870 900 930 

実績値 783 811 835 865 811 839 852 874  

 
※本市における成年後見制度利用者延べ人数は、各年１月１日～１２月３１日の集計  

 成年後見制度情報交換会（協議会）の開催（計画書９４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

成年後見制

度情報交換

会(回) 

計画値 - - - - - - ４ ４ ４ 

実績値 ５ ５ ２ ４ ４ ４ ４ ４  

 

各専門職団体や地域包括支援センター、家庭裁判所等から成年後見制度利用に係る課題を

提出していただき、課題解決や情報共有を行ってきました。成果として、よこすか市民後見人養

成研修のあり方検討（要綱改正含む・対象者の拡大）や新たに法改正に伴う新たな課題に対す

る情報共有や、市が情報提供する際の様式の見直し等が成果として挙げられます。 

 

(３) 成年後見制度の多様な担い手の確保・育成の推進（計画書９４・９５ページ） 

令和 7 年度の成年後見制度の多様な担い手の確保・育成の推進について、総評は以下のと

おりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

おおむね計画通りに市民後見人を養成することができました。市民後見人養成研修に

係る講義に市職員を講師として派遣し、成年後見制度理解のために支援を行いまし

た。また、市民後見人等運営事業の受託者である社会福祉法人横須賀市社会福祉協

議会とともに横浜家庭裁判所横須賀支部を訪問し、市民後見人の受任について調整

を行いました。 

今後の対応 

今後も横須賀市社会福祉協議会と協力し、多様な担い手の確保・育成及び受任件数の増加に努めま

す 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 
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 よこすか市民後見人の養成と活動支援（計画書９４～９５ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

よこすか市

民後見人養

成講座受講

数(人) 

実績値 35 53 － 45 46 46 53 36  

取組結果 

新規市民後

見人養成件

数(人) 

実績値 ９ ６ 15 ８ ９ ７ 10 ３  

市民後見人

選 任 件 数 

(人) 

計画値 - - - 60 70 80 90 100 110 

実績値 34 40 55 63 72 79 88 99  

市民後見人

受 任 件 数 

(件) 

実績値 21 22 31 32 28 26 28 35  

  

 法人後見の検討（計画書９５ページ） 

法人後見事業の推進に向けて令和７年度から補助金を創設し、１件申請がありました。 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

法人後見事

業(件) 

実績値 - - - - - - - １  

 

(４) 終活支援の推進（計画書９６～９８ページ） 

令和 7 年度の終活支援の推進について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 
両事業とも累積登録者数が着実に増加しており、特に「わたしの終活登録」は新規登録

者数が計画値を大きく上回りました。 

今後の対応 

ひとり暮らし高齢者等の増加に伴い、事業を必要としている方は増加しています。引き続き、出前ト

ークの開催やチラシの配架などを行い、事業周知に努めていきます。 
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以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 「わたしの終活（しゅうかつ）登録」の周知（計画書９６～９７ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

出前トーク

などの啓発

活動(回) 

計画値 - - - 25 25 25 30 30 30 

実績値 25 45 - ０ 48 64 29 79  

取組結果 

「わたしの

終活登録」

の新規登録

者数(人) 

計画値 - - - 200 200 200 150 150 150 

実績値 118 115 183 96 111 203 227 266  

累計登録者

数(人) 
実績値 118 233 416 512 623 826 1,053 1,319  

      

【「わたしの終活登録」の年齢別登録者数（新規登録者の内訳）】                      (人) 

年代 
平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

１０－１９歳 - - - - - ０ ０ ０  

２０－２９歳 - - - - - １ ０ ０  

３０－３９歳 - - - - - ２ ０ ２  

４０－４９歳 - - - - - ５ ２ ２  

５０－５９歳 - - - - - 13 16 11  

６０－６９歳 - - - - - 44 24 34  

７０－７９歳 - - - - - 67 77 91  

８０－８９歳 - - - - - 60 95 115  

９０－９９歳 - - - - - 11 13 11  

合計 118 115 183 96 111 203 227 266  
        

 エンディングプラン・サポート事業の実施（計画書９８ページ） 

啓発活動は①「わたしの終活登録」の周知と併せて行っているため、取組は①を参照。 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

「エンディ

ン グ プ ラ

ン・サポー

ト事業」新

規登録者数

(人) 

計画値 - - - 18 18 18 25 25 25 

実績値 14 16 22 27 19 22 23 19  

累計登録者

数（人） 実績値 40 56 78 105 124 146 169 188  
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【「エンディングプラン・サポート事業」の年齢別登録者数（各年度３月末時点）】            (人) 

年代 
平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

５０－５９歳 - - - - - １ １ １  

６０－６９歳 - - - - - １ ４ ０  

７０－７９歳 - - - - - ７ ８ 10  

８０－８９歳 - - - - - 11 ８ ６  

９０－９９歳 - - - - - ２ ２ ２  

合計 14 16 22 27 19 22 23 19  
   

(５) 高齢者虐待の未然防止（計画書９８～１０１ページ） 

令和７年度の高齢者虐待の未然防止について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

市民向け講演会では、令和 6 年度に続き令和 7 年度も土曜日に開催し、139 名の事

前申し込みをいただきましたが、天候の影響により当日参加者は 84 名でした。２年

連続で休日開催を継続したことで、就労している世代の参加者も増加し多世代への啓

発につながりました。 

今後の対応 

今後も、講演会や研修会を開催する際は、対象者のニーズを把握し対象者が参加しやすい日時で開

催することにより、一人でも多くの方に周知・啓発できるよう企画してまいります。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 高齢者虐待とは（計画書９８～９９ページ） 

 市民への啓発（計画書９９ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

高齢者虐待

防止講演会

の開催(回) 

計画値 - - - １ １ １ １ １ １ 

実績値 １ １ 中止 １ １ １ １ １  

取組結果 

高齢者虐待

防止講演会

の参加者数

(人) 

計画値 - - - 180 180 180 150 150 150 

実績値 114 56 中止 40 54 45 138 84  
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 関係機関を対象とした研修等の実施（計画書９９～１００ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

関係機関向

け研修会の

開催(回) 

計画値 - - - ３ ３ ３ ３ ３ ３ 

実績値 ３ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ３  

取組結果 

関係機関向

け研修会の

参 加 者 数

(人) 

計画値 - - - 500 500 500 400 400 400 

実績値 469 307 453 254 218 213 244 245  

       

 高齢者・養護者への支援（計画書１００～１０１ページ） 

取組結果は 54 ページに記載 

(６) 高齢者虐待の早期発見 

令和７年度の高齢者虐待の早期発見について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

警察への虐待通報が増えていることから、虐待相談件数の増加は、市と警察との連携

ができているためと考えます。また、心理相談員(臨床心理士)による「高齢者・介護者

のためのこころの相談」も毎年実施しており、市民に寄り添い、虐待の早期発見に努め

ることができていると考えます。 

今後の対応 

今後も各関係機関と連携をとり、高齢者虐待の早期発見に努めます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 相談窓口の周知（計画書１０１ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

虐待の相談

件数（市、包

括の合計）

(人) 

実績値 170 134 164 190 214 249 258 261  

 

 高齢者虐待対応マニュアルの整備・活用（計画書１０１ページ） 

隔年でマニュアルの見直しと改訂を行い、関係機関に配布しています。介護施設・事業所用と

地域包括支援センター用に細分化し、それぞれの立場での対応を示しています。（最新は令和７

年４月改訂版） 
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 迅速かつ適切な対応（計画書１０１～１０２ページ） 

 初期対応と虐待対応検討会議の開催（計画書１０２ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

虐待対応検

討会議（包

括ごと）

(回) 

計画値 - - - ６ ６ ６ ６ ６ ６ 

実績値 - - - ６ ６ ６ ６ ６  

 ネットワークミーティングの開催（個別部会・全体部会）（計画書１０２～１０３ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

全体会・個

別部会の開

催(回) 

実績値 30 29 20 16 ８ 15 11 12  

      

 事例検討会の開催（計画書１０３ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

虐待事例検

討会の開催

(回) 

実績値 - - - - - ３ ２ １  

      

9 医療・介護の連携の推進 

(１) 多職種連携の推進（計画書１０４～１０７ページ） 

令和７年度の多職種連携の推進について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

地域包括ケアシステムにおける多職種連携は一定程度達成できています。 

今後の課題としては、さらに連携を深めるために、情報共有の仕組み強化や顔の見え

る関係づくり、ICT の活用促進等であると考えています。 

今後の対応 

今後は他自治体の好事例を参考に取り入れるなどの取組みを実施したいと考え、2040 年や、さら

にその先を見据えた体制づくりに取り組んでいきます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 
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 地域ケア会議及び在宅療養連携会議の開催（計画書１０４～１０６ページ） 

（令和７年より地域ケア会議と在宅療養連携会議は分離。令和７年度～在宅療養連携会議の数値） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

全体会議の

開催(回) 

計画値 - - - - - - ２ ２ ２ 

実績値 - - - １ １ ２ ２ ２  

専門部会の

開催(回) 

計画値 - - - - - - ８ ８ ８ 

実績値 - - - ４ ４ ９ 12 廃止 
      

 入退院時の多職種連携の推進（計画書１０６ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

HP の閲覧数

(PV) 

実績値 - - - - - 1,204 1,250 1,402  

      

 在宅療養連携推進「よこすかエチケット集」の活用（計画書１０６ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

印刷部数

(部) 

実績値 - 1,600 - - - - - ０  

取組結果 

HP の閲覧数

(PV) 

実績値 - - - - - 182 197 218  

      

 在宅療養ブロック連携拠点の設置・在宅療養ブロック会議の開催（計画書１０６ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

ブロック会

議の開催

(回) 

実績値 12 ９ ７ ８ ８ ８ 
「多職種連携研修会」

に一本化 

多職種連携

研修会の開

催(回) 

実績値 ４ ４ 中止 ３ ４ ４ ９ ８  

取組結果 

研修や勉強

会の参加者

数(人) 

実績値 - 812 360 634 655 687 497 474  
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 在宅療養センター連携拠点の設置（計画書１０７ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

街角在宅医

療講座の実

施(回) 

実績値 - ６ ２ ２ ６ ４ ４ ４  

街角在宅医

療講座の参

加者(人) 

実績値  212 58 50 133 83 118 91  

医師のため

の在宅医療

セミナーの

実施(回) 

実績値 - - - - １ １ １ １  

医師のため

の在宅医療

セミナーの

参加者(人) 

実績値 - - - - 60 60 46 19  

     

(２) 在宅療養・在宅看取りに関する市民啓発の推進（計画書１０８～１１０ページ） 

令和６年度の在宅療養・在宅看取りに関する市民啓発の推進について、総評は以下のとおり

です。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

Ａ おおむね計画どおり実施することができました。 

今後の対応 

計画書に記載の取り組みのほか、様々な機会をとらえて、在宅療養や在宅看取りに関心のある高齢

者やその家族をはじめ、将来介護に直面する可能性のある現役世代にも幅広く訴えていきます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 市民啓発イベントの開催（計画書１０８ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

市民啓発イ

ベントの開

催(回) 

計画値 - - - - - - １ １ １ 

実績値 １ １ 中止 中止 中止 ０ １ １  

取組結果 

市民啓発イ

ベントの参

加者数(人) 

計画値 - - - - - - 200 200 200 

実績値 300 300 中止 中止 中止 ０ 100 147  
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 冊子などによる啓発（計画書１０８ページ） 

【在宅療養ガイドブック vol.1、vol.2】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

発行数(部) 

計画値 - - - - - - 5,000 - 5,000 

実績値 19,000 10,000 - - 10,000  10,000 ０  

取組結果 

配布数(部) 
実績値 11,158 7,834 6,873 1,049 6,520 2,339 5,302 999  

※在宅療養ガイドブックは、必要に応じて増刷を行っているため、発行していない年度もあります。                                   

【横須賀版リビング・ウィル】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

発行数(部) 

計画値 - - - - - - - 2,000 - 

実績値 - 1,000 - 2,000 - 2,000 - 2,000  

取組結果 

配布数(部) 
実績値 1,929 652 135 929 1,004 2,559 768 787  

                                  

 在宅医療対応診療所の紹介（計画書１０９～１１０ページ） 

横須賀市医師会及び横須賀市歯科医師会と連携し、在宅医療実施医療機関を検索できるペ

ージ並びに訪問歯科診療のご案内ページのリンクを市ホームページに掲載しています。 

(３) 在宅療養・在宅看取りに関わる人材育成の推進（計画書１１０・１１１ページ） 

令和７年度の在宅療養・在宅看取りに関わる人材育成の推進について、総評は以下のとおり

です。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

C 

全項目で前年度実績を下回り、事業計画の進捗としては課題が残る結果となりまし

た。一方で、聴講形式よりも対面で実施した研修の方が全体的に受講者満足度が高

く、個別事例の深い共有など顔の見える関係づくりの手応えが得られたため、今後は

この質的成果を量的な成果へとつなげる工夫が求められると考えています。 

今後の対応 

顔の見える関係づくりをコンセプトとしているため、参加しやすい開催時期や受入調整の仕組みを

再構築していきたいと考えています。また、案内の早期化や関係機関への個別アプローチを強化す

ることで日程不一致による機会損失を防ぎ、参加者数の回復と事業の定着を図っていきたいと考

えています。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 
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 在宅医同行研修の実施（計画書１１０ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

在宅医同行

研修の実施

(回) 

計画値 - - - - - - 10 10 10 

実績値 ８ ９ ９ ７ 12 ３ ５ ２  

取組結果 

受 講 者 数

(人) 

実績値 ９ 10 10 ９ 12 ３ ６ ２  

     

 病院職員を対象とした在宅医療出前セミナーの開催（計画書１１０～１１１ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

在宅医療出

前セミナー

の開催(回) 

計画値 - - - - - - １ １ １ 

実績値 ５ 中止 中止 １ １ ０ ０ ０  

取組結果 

在宅医療出

前セミナー

の参加者数

(人) 

計画値 - - - - - - 50 50 50 

実績値 303 中止 中止 25 28 ０ ０ ０  

       

 介護職を対象とした在宅医療セミナーの開催（計画書１１１ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

在宅医療セ

ミナーの開

催(回) 

計画値 - - - - - - ２ ２ ２ 

実績値 ８ ７ 中止 ４ ４ ２ ２ １  

取組結果 

在宅医療セ

ミナーの参

加者数(人) 

計画値 - - - - - - 100 100 100 

実績値 372 289 中止 155 86 49 81 24  
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 多職種連携セミナーの開催（計画書１１１ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

多職種連携

セミナーの

開催(回) 

計画値 - - - - - - １ １ １ 

実績値 ３ １ 中止 １ ２ １ ４ ２  

取組結果 

多職種連携

セミナーの

参 加 者 数

(人) 

計画値 - - - - - - 100 100 100 

実績値 326 108 中止 101 133 53 189 89  

      

10 災害等に対する支援 

(１) 地域の防災について（計画書１１２・１１３ページ） 

令和７年度の地域の防災について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A おおむね計画書に記載のとおり実施できました。 

今後の対応 

今後も引き続き災害への備えについて関係者と協議し、検討を進めます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 災害時要援護者に対する支援体制の整備（計画書１１２ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

災害時要援

護者登録者

数 (３月末

時点) 

実績値 3,239 3,528 3,900 4,312 4,724 8,006 8,594 7,666  

      

 福祉避難所の開設（計画書１１２ページ） 

要配慮者の受け入れに関する協力体制の構築深化に向けて、三次福祉避難所の開設協定を

結んでいる高齢者施設と定期的に協議の場を持ちながら、連携強化を進めました。 

その結果、令和７年１２月１４日に二次福祉避難所開設訓練及び三次福祉避難所開設訓練（会

場：恵徳苑）を初開催するとともに、令和７年度から三次福祉避難所となる施設の備蓄に対する

助成制度を新設し、要配慮者が安全に避難生活を送れる受け入れ体制を強化しました。 

 自主防災組織の活動支援（計画書１１３ページ） 

自主防災組織が整備する防災器材などに対する助成を実施し、地域防災力の強化を推進し

ました。      
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(２) 介護サービス事業所の防災について（計画書１１３ページ） 

令和７年度の介護サービス事業所の防災について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A おおむね計画書に記載のとおり実施できました。 

今後の対応 

業務継続計画は一度策定すればよい、というものではないため、その検証・見直しの重要性などに

ついて各介護サービス事業者等に対し引き続き周知していきます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 災害に対する備え（計画書１１３ページ） 

非常災害に備えるための避難訓練の実施や業務継続計画の策定などの取組について、集団

指導講習会を活用し、各介護サービス事業者等に周知を行っています。また、運営指導の際に

も必要に応じて指導を行っています。 

 感染症に対する備え（計画書１１３ページ） 

感染症対策について、各介護サービス事業者等に必要な情報を随時提供するとともに、集団

指導講習会を活用し、業務継続計画の策定や研修・訓練の実施による業務継続計画の検証・見

直しの重要性について周知を行っています。また、運営指導の際にも必要に応じて指導を行っ

ています。 
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方針５ 介護保険制度の持続可能で安定的な運営（計画書１１６ページ～） 

方針目標 

 在宅生活の支援や在宅生活が困難な人を受け入れるために必要な施設・事業所を整備し、利

用者にサービスを過不足なく提供できるよう努めます。 

 迅速かつ適正な認定調査と、適切な介護給付が行われるようにします。 

 安定的な事業所の運営・サービス提供のために、介護職の魅力発信・処遇改善への働きかけを

行い、人材確保・育成・定着を支援していきます。 

 事業者の負担軽減・業務の効率化を図り、介護従事者が利用者へのケアの質を確保できるよ

う取り組んでいきます。 

成果指標 

項   目 

経年比較 

令和元年度 

(2019 年度) 

現状 

令和４年度 

(2022 年度) 

中間目標 

令和７年度 

(2025 年度) 

中間結果 

令和７年度 

(2025 年度) 

成果目標 

令和 10 年度 

(2028 年度) 

介護保険サービスを利用し、

日常生活が安心して送れるよ

うになったと回答した割合※１ 

36.6％ 

(45.9％) 

26.0％ 

(33.7％) 

31.0％ 

 

40.8％ 

(48.3％) 

36.0％ 

 

介護職員の過去１年間の離職

率※２ 
15.0％ 12.8％ 11.0％ 14.2％ 10.0％ 

事業所における従業員の過不

足状況について、介護職員が

不足していると回答した割合
※２ 

 68.9％ 67.0％ 71.5％ 65.0％ 

※１ 令和４年度は、横須賀市介護保険に関するアンケート調査（在宅介護実態調査を含む）による 

令和７年度は、在宅介護実態調査による 

（）内は、無回答・無効回答を除いた、有効回答のみを分母としたときの割合 

（「介護サービスを利用したことがない」は、無回答と合わせて集計から除いている） 

※２ 介護事業所アンケート調査（介護人材実態調査）による（過去１年の離職者数÷現在の職員数で算出） 

 

方針の評価 

介護保険サービスを利用して、日常生活が安心して送れるようになった人が多くいる一方で、介

護職員の離職率や、事業所における介護職員不足の状況は依然として続いています。 

生産年齢人口は減少し続けている中、介護職員の年齢層のボリュームゾーンが５０代であり、今

後１０年間は要介護・要支援認定者が増加し続けることを考えると、介護人材の不足は今後より一

層深刻になると推察されます。 

介護保険制度を将来にわたり持続的に運営することは、高齢者やその家族の日常生活の継続の

ために必要なことです。制度を維持するためには、これまでの方針によって健康寿命の延伸を実現

しつつ、要介護認定や介護給付を適正に行うことが必要不可欠です。 

併せて、サービス提供事業所の整備のほか、介護サービスを提供する人材の確保・定着支援、業

務の効率化といった取組を引き続き実施し、限られた資源が必要な人に行きわたるようにしなけ

ればなりません。 

次期計画では、高齢者のセルフマネジメントの支援や公的サービス以外の支援・サービスの充実、

地域の支え合いの力の強化などに取り組みつつ、公的サービスである介護保険を安定的に運営す

るために、人材確保と給付適正化、業務効率化などに力を入れていきます。 
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11 介護保険の状況 

第９期計画期間の施設等の整備状況・サービス利用状況については、８４ページに記載。 

12 介護給付適正化の推進 

(１) 要介護認定の適正化（計画書１２９～１３１ページ） 

令和 7 年度の要介護認定の適正化について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

前年度に引き続き、介護認定審査会の平準化に向けた取り組みを実施しました。 

また、認定調査においては、直営調査員による認定調査票の調査、介護認定調査員研

修の理解度ともに高い水準を維持できています。 

今後の対応 

今後も認定審査会の審査方法及び判定基準の均一化に向け、引き続き合議体の平準化を図り、各

合議体の審査・判定結果に差が出ないように取り組みます。 

また、令和８年度からは調査票の点検を事務委託し、委託事業者が全件確認を行う体制としたうえ

で、市は引継ぎ・連携および必要に応じた確認を通じて、調査票の品質確保と円滑な審査につなげ

ます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 要介護認定・認定調査について（計画書１２９～１３０ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

認定申請件

数(件) 

実績値 19,908 19,698 20,712 16,218 21,981 23,105 18,997 20,220  

認定調査件

数(件) 
実績値 19,302 19,405 17,744 13,458 16,849 22,685 18,426 19,564  

介護認定審

査会による

審査判定件

数(件) 

実績値 18,628 19,661 17,603 13,348 16,233 21,807 18,391 18,886  

 

参考データとして、要介護認定申請件数の内訳を掲載します。 

 

要介護認定申請件数の内訳 単位：件

申請区分
平成30年
(2018)

令和元年
(2019)

令和２年
(2020)

令和３年
(2021)

令和４年
(2022)

令和５年
(2023)

令和６年
(2024)

令和７年
(2025)

令和８年
(2026)

新規（転入含む） 6,003 5,907 5,937 6,143 6,533 6,868 7,083 6,839

更新 11,010 10,711 11,521 6,597 11,553 12,312 7,441 8,909

区分変更 2,006 2,073 2,216 2,400 2,627 2,522 2,889 2,781

要支援者の区分変更 889 1,007 1,038 1,078 1,268 1,403 1,584 1,691

合計 19,908 19,698 20,712 16,218 21,981 23,105 18,997 20,220
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現在要介護の人が区分変更申請をした場合は「区分変更」、現在要支援の人が区分変更申請

をした場合は、認定調査の結果がどうであっても「要支援者の区分変更」として計上しています。

後者は法律上新規申請として扱われますが、認定を持っていない人の新規申請とは意味合い

が異なるため、分けて表示しています。なお、転入による申請は、認定を持っている方であって

も新規申請に計上しています。 

また、新規申請件数や区分変更の増加について、第 1 号被保険者数や要介護・要支援認定者

数との関係性を見るため、以下のような分析を行いました。 

 

 

 

認定を受けていない高齢者における新規申請の割合 単位：％

平成30年
(2018)

令和元年
(2019)

令和２年
(2020)

令和３年
(2021)

令和４年
(2022)

令和５年
(2023)

令和６年
(2024)

令和７年
(2025)

令和８年
(2026)

新規申請の割合 5.8 5.7 5.7 5.9 6.4 6.8 7.1 6.9

※新規申請件数÷（第１号被保険者数 - 要介護・要支援認定者数（第１号被保険者のみ））
※第１号被保険者数、要介護・要支援認定者数は10月１日時点とする
※新規申請件数には転入や第２号被保険者も含まれるため、傾向を見るための数値とする

要介護１～５の認定者における区分変更申請の割合 単位：％

平成30年
(2018)

令和元年
(2019)

令和２年
(2020)

令和３年
(2021)

令和４年
(2022)

令和５年
(2023)

令和６年
(2024)

令和７年
(2025)

令和８年
(2026)

区分変更の割合(介護) 11.3 11.3 12.1 12.9 14.1 13.4 15.3 14.7

※区分変更申請件数÷要介護認定者数（第２号被保険者を含む）
※要介護認定者数は10月１日時点とする
※同じ人が１年に２回以上区分変更する場合もあるため、傾向を見るための数値とする

要支援１～２の認定者における区分変更申請の割合 単位：％

平成30年
(2018)

令和元年
(2019)

令和２年
(2020)

令和３年
(2021)

令和４年
(2022)

令和５年
(2023)

令和６年
(2024)

令和７年
(2025)

令和８年
(2026)

区分変更の割合(支援) 19.1 21.0 21.2 21.3 23.1 24.4 25.5 25.2

※要支援者の区分変更申請件数÷要支援認定者数（第２号被保険者を含む）
※要介護認定者数は10月１日時点とする
※同じ人が１年に２回以上区分変更する場合もあるため、傾向を見るための数値とする
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 認定調査の適正化（計画書１３０～１３１ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

直営調査員

による認定

調査票の調

査（事後点検

の実施率・実

施件数）（％・

件） 

計画値 

- - - - - - 100 100 100 

- - - - - - 19,400 23,280 23,280 

実績値 

100 100 100 100 100 100 100 100  

10,726 19,405 17,744 13,458 16,849 22,685 18,426 19,564  

介護認定調

査員研修の

実施(回) 

計画値 - - - - - - ３ ３ ３ 

実績値 ４ ５ １ ７ ５ ３ ６ ５  

取組結果 

市主催の介

護認定調査

員研修の参

加者(人) 

計画値 - - - - - - 90 90 90 

実績値 176 153 １ 86 51 47 65 112  

内容につい

て理解した・

または満足

した割合※

(％) 

計画値    - - - 90.0 90.0 90.0 

実績値    100 98.0 98.0 100 94.0  

 
※介護認定調査員研修後のアンケート回答による      

 要介護認定の審査・判定の適正化（計画書１３１ページ） 

介護認定審査会における審査判定結果の平準化に向けた取り組みとして、令和７年度は、令

和 6 年度に引き続きすべての合議体で同一の審査会資料を用いた疑似審査を行い、結果を審

査会委員間で共有しました。 

疑似審査の結果は、平準化の検討材料の一つとして、引き続き取り組みを進めていきます。 

(２) 介護給付の適正化（計画書１３２～１３５ページ） 

令和 7 年度の介護給付の適正化について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

C 

予定どおり実施したものの、多くの事業において取組結果が計画を下回る結果となり

ました。計画を下回ったものについては参加者数及びアンケート結果の両方において

達成できておらず、研修の題目に魅力が欠けていることが課題と考えています。 

今後の対応 

居宅介護支援事業所連絡協議会と連携して、事業者が求めている内容の研修を企画していきたい

と考えています。その他の給付適正化事業については、今後も継続して取り組んでいきます。 
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以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 ケアマネジャーの支援（計画書１３２～１３３ページ） 

【ケアプラン点検・ケアプラン集団検討会】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

ケアプラン

点検の実施

(事業所) 

計画値 - - - - - - 10 10 10 

実績値 10 10 10 10 10 10 10 ９  

ケアプラン

集団検討会

の実施(回) 

計画値 - - - - - - １ １ １ 

実績値 １ ０ １ １ １ １ １ １  

取組結果 

ケアプラン

集団検討会

参加事業所

(事業所) 

計画値 - - - - - - 100 100 100 

実績値 110 ０ 116 97 101 113 81 67  

    

【新任ケアマネジャー研修の実施】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

研修の実施

(回) 

計画値 - - - - - - １ １ １ 

実績値 １ １ １ １ １ １ １ 1  

取組結果 

参加者(人) 

計画値 - - - - - - 30 30 30 

実績値 66 75 15 35 24 33 24 21  

研修の内容

について参

考になった

と回答した

割合※(％) 

計画値 - - - - - - 70.0 70.0 70.0 

実績値 51.5 53.5 73.3 71.4 76.5 50.0 75.0 50.0  
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【スキルアップ研修】 

項目 年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

研修の実施

(回) 

計画値 - - - - - - １ １ １ 

実績値 １ ２ １ １ １ １ １ １  

取組結果 

参加者(人) 

計画値 - - - - - - 50 50 50 

実績値 56 100 41 91 59 46 56 50  

研修の内容

について十

分と回答し

た 割 合 ※

(％) 

計画値 - - - - - - 70.0 70.0 70.0 

実績値 59.6 66.0 83.3 60.0 44.7 41.9 80.0 48.4  

      

【管理者研修】 

項目 年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

研修の実施

(回) 

計画値 - - - - - - １ １ １ 

実績値 １ １ １ ２ ２ ２ １ １  

取組結果 

参加者(人) 

計画値 - - - - - - 50 50 50 

実績値 128 123 91 152 136 157 75 67  

研修の内容

について参

考になった

と回答した

割合※(％) 

計画値 - - - - - - 70.0 70.0 70.0 

実績値 60.9 48.3 74.5 85.2 86.7 92.9 62.5 89.3  

    
※研修後アンケートによる 

 住宅改修の適正化（計画書１３４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

住宅改修研

修会の開催

(回) 

計画値 １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

実績値 １ １ 中止 中止 中止 １ １ １  

取組結果 

住宅改修研

修会の参加

者(人) 

計画値 460 452 中止 中止 中止 200 300 50 50 

実績値 207 183 中止 中止 中止 73 105   

取組結果 

住宅改修研

修動画の再

生回数(回) 

実績値        54  
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 福祉用具貸与の適正化（計画書１３４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組結果 

福祉用具軽

度者レンタ

ル確認件数

(件) 

計画値 - - - - - - 20 20 20 

実績値 11 10 17 15 29 26 26 23  

      

 縦覧点検・医療情報との突合（計画書１３４ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

独自の点検

帳票数 (帳

票) 

計画値 - - - - - - ４ ４ ４ 

実績値 ３ ４ ４ ３ ４ ４ ３ ３  

取組結果 

点検で見つ

かった疑義

請求（件） 

実績値 77 87 21 87 61 34 21 ９  

      

 給付適正化のためのパンフレットの作成（計画書１３５ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

パンフレッ

ト の 作 成

(部) 

計画値 - - - - - - 2,000 2,000 2,000 

実績値 3,000 2,000 1,500 2,000 16,000 1,100 1,000 1,200  

取組結果 

パンフレッ

ト の 配 布

(部) 

実績値 3,000 2,000 1,500 2,000 16,000 1,100 1,000 1,200  
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13 介護人材の確保・定着支援と業務の効率化 

(１) 介護人材の確保支援（計画書 136・137 ページ） 

令和７年度の介護人材の確保支援について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 

介護職員出前講座については、参加生徒の９割以上が福祉・介護に関する興味関心に

ついて「大変高まった」「高まった」と回答したため、市内の中学生に対して介護の魅力

発信につながったと考えます。また、広く介護職の魅力発信を図るため、市内高齢者

施設連絡協議会と協働して「福祉・介護の魅力発信」にむけたポスター展示をショッピ

ングプラザ（コースカ）のイベントスペースで初開催しました。 

県と連携し、市内会場で開催した入門的研修では、３時間の基礎講座に 45 人、２３時

間の入門講座に２３人参加していただきました。 

今後、これらの修了者が介護分野への就職・就労につながることが期待されます。 

また、より即効性のある施策として、ハローワーク横須賀と連携し、６０歳以上の人を

対象とした「アクティブシニアのためのお試し雇用説明会」を初開催しました。この説明

会には５８人がご参加くださり、そのうち１３人が施設見学に、９人が面接に進み、３人

の就労につながりました。 

今後の対応 

今後も引き続き事業を実施し、介護人材の確保に向けた取り組みを進めるとともに、介護の仕事に

ついての魅力発信を続けます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 介護の仕事の魅力発信（介護職員出前講座の実施）（計画書１３６ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

介護職員出

前講座(校) 

計画値 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

実績値 ６ ２ 中止 ２ ４ ３ ３ １  

取組結果 

参加生徒数

(人) 

実績値 - 369 中止 250 380 297 442 236  

     

 処遇改善への働きかけ（計画書１３６ページ） 

令和６年度の介護報酬改定において、介護職員の処遇改善のための措置ができるだけ多く

の事業所に活用されるよう推進する観点から、これまでの３つの加算が介護職員等処遇改善加

算に一本化されるとともに、約１％の増額改定となりました。 

なお、介護職員のさらなる給与引き上げに向けて、全国市長会や中核市市長会を通じて、国

に要望を行いました。 

また、介護職員のさらなる給与引き上げに向けて、全国市長会や中核市市長会を通じて、国

に要望を行っていますが、「強い経済」を実現する総合経済対策」（令和７年１１月２１日閣議決定）
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において介護分野の職員の処遇改善については、（中略）他職種と遜色のない処遇改善に向け

て、令和８年度介護報酬改定において、必要な対応を行う」とされたことを踏まえて、令和９年

度介護報酬改定を待たずに、令和８年度に期中改定（約２％の増額改定）が実施されました。 

 入門的研修の実施（計画書１３６ページ） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

入門的研修

の実施 (コ

ース) 

計画値       １ １ １ 

実績値       ２ ２  

取組結果 

入門的研修

の 参 加 者

(人) 

計画値       20 20 20 

実績値       77 68  

※令和６年度以降、神奈川県と調整し、県主催の入門的研修を横須賀市内の会場で実施しています。  

(２) 介護人材の定着・育成支援（計画書１３７・１３８ページ） 

令和７年度の介護人材の定着・育成支援について、総評は以下のとおりです。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

C 

予定どおり実施したものの、介護保険事業所を対象とした研修及び外国人介護人材の

育成支援において、取組結果の実績値が計画値を下回る結果となりました。計画値を

下回ったものについては、研修等の周知方法に課題があると考えており、今後、改善

を図ってまいります。 

今後の対応 

今後も引き続き事業を実施し、介護人材の定着・育成支援に向けた取り組みを進めていくととも

に、外国人人材の支援については、庁内を横断した連携を引き続き進めていきます。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 介護保険事業所を対象とした研修の実施（計画書１３７～１３８ページ） 

【モニター研修】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

モニター研

修 の 実 施

(施設) 

計画値 - - - ３ ３ ３ ３ ３ ３ 

実績値 - - - １ ０ １ ３ ４  

取組結果 

モニター研

修の参加者

（人） 

計画値 - - - - - - 26 47  
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【コミュニケーション研修】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

コミュニケ

ーション研

修 の 実 施

(コース) 

計画値 ３ ３ ３ ２ ２ ２ １ １ １ 

実績値 ３ ３ １ ２ ２ ２ １ １  

取組結果 

コミュニケ

ーション研

修の参加者

(人) 

計画値 - - - 40 40 40 60 60 60 

実績値 57 50 11 ７ ９ 14 12 27  

     

【ストレスマネジメント研修】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

ストレスマ

ネジメント

研修の実施

(コース) 

計画値 - - - - - - １ １ １ 

実績値 - - １ - - - １ １  

取組結果 

ストレスマ

ネジメント

研修の参加

者(人) 

計画値 - - - - - - 30 30 30 

実績値 - - 11 - - - ４ 17  

      

 外国人介護人材の育成支援（計画書１３８ページ） 

【介護の日本語講座】（１コース５日間） 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

介護の日本

語講座の実

施(コース) 

計画値 - - - ２ ２ ２ ２ ２ ２ 

実績値 １ １ １ ２ １ ２ １ ２  

取組結果 

介護の日本

語講座の参

加者(人) 

計画値 - - - 14 14 14 24 24 24 

実績値 ７ ７ ６ 12 ９ 10 ３ ２  
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【受け入れ職員研修】 

項目 

年度 平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

取組 

受け入れ職

員研修の実

施(回) 

計画値 - - - ２ ２ ２ ２ ２ ２ 

実績値 １ １ １ １ １ ２ １ １  

取組結果 

受け入れ職

員研修の参

加者(人) 

計画値 - - - ８ ８ ８ 20 20 20 

実績値 ４ ４ １ １ ３ ６ ２ ２  
     

(３) 介護保険業務の効率化と従事者の負担軽減（計画書１３８・１３９ページ） 

令和 7 年度の介護保険業務の効率化と従事者の負担軽減について、総評は以下のとおりで

す。 

 

自己評価 評価の理由と課題 

A 概ね計画書に記載したとおり実施することができました。 

今後の対応 

ケアプランデータ連携システムについては、フリーパスキャンペーンが令和８年度も延長となり、令

和８年度介護報酬改定における処遇改善加算の要件ともなったことから導入事業所が大幅に増加

しました。 

 

以下は、同項目内の各事業における取組と結果の詳細です。 

 介護分野の文書にかかる負担軽減（計画書１３８～１３９ページ） 

ケアプランデータ連携システムに関する研修を令和７年9月に行いました（参加者数29名）。

ケアプランデータ連携システムの導入状況は、以下のとおりです。 

令和８年４月１日時点での導入事業所数 ： １２６事業所（全事業所に占める割合 20.0％） 

 介護報酬に係る Q＆A の作成・公表（計画書１３９ページ） 

内容について見直しを行い市ホームページに公表しました。 

 給付適正化のためのパンフレットの作成（計画書１３９ページ） 

取組結果は 79 ページに記載 

 介護ロボットの導入支援（計画書１３９ページ） 

令和７年度に神奈川県に設置された、介護現場革新会議に構成員として参加し、当該会議の

所掌事項である介護ロボット・ICT の活用に関する議題について、意見交換しました。 

令和８年度も引き続き当該会議に出席し、情報収集に努めます。 
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14 介護保険事業の状況 

(１) 介護保険施設及び介護保険事業所の整備状況（計画書１４０～１４５ページ） 

 在宅サービス事業所（計画書１４０～１４１ページ） 

○ 小規模多機能型居宅介護事業所、看護小規模多機能型居宅介護事業所 

令和７年度は整備の計画なし。利用状況は 86 ページに記載。 

○ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 

令和７年度は１事業所を整備しました。利用状況は 86 ページに記載。 

○ 認知症対応型通所介護事業所、地域密着型通所介護事業所 

第９期計画で整備の計画なし。利用状況は 86 ページに記載。 

 施設・居住系サービス事業所の整備計画（計画書１４２～１４５ページ） 

○ 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）（地域密着型介護老人福祉施設を含む） 

○ 介護老人保健施設 

○ 介護医療院 

上記３施設について、第９期計画で整備の計画なし。利用状況は 85 ページに記載。 

○ 特定施設（特定施設入居者生活介護の指定を受けた事業所）（地域密着型特定施設入居者生

活介護を含む） 

第９期計画で整備の計画なし。利用状況は 85 ページに記載。 

○ 認知症対応型共同生活介護事業所（グループホーム） 

令和７年度は整備はありませんでした。利用状況は 85 ページに記載。 

 介護保険以外の高齢者向け施設の整備計画（計画書１４５ページ） 

○ ケアハウス 

令和７年度の施設数３、定員１７０床、居住１６5 床 

○ 生活支援ハウス 

令和７年度の施設数１、定員１５床、居住１1 床 

○ 住宅型有料老人ホーム 

令和６年４月１日時点の施設数 ２２ 

令和７年４月１日時点の施設数 23 

○ 健康型有料老人ホーム 

令和６年４月１日時点の施設数 １ 

令和７年４月１日時点の施設数 １ 

○ サービス付き高齢者向け住宅（特定施設入居者生活介護の指定を受けていない事業所） 

令和６年４月１日時点の施設数 ６ 

令和７年４月１日時点の施設数 ６ 
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(２) 介護保険サービスの利用状況（計画書１４６～１５０ページ） 

自己評価 評価の理由と課題 

A 
一部、特に数字が小さいサービスで計画比が極端に出ているものがありますが、概ね

計画値通りの実績値となりました。 

今後の対応 

計画値との乖離が大きく出たサービスについては、原因を分析し、次期計画策定時に反映します。 

特別給付の搬送サービスについては、新たに通所事業所も参入できるようにしましたが、令和６年

度に引き続き、７年度中も参入した事業所はありませんでした。 

横須賀市内には移動に困難を抱えている人が多いため、今後も必要な方にサービスが届くよう、特

別給付の在り方を考えていきます。 

 実績値の算出方法 

介護保険事業状況報告を用いてひと月あたりの実績値を算出しています。ただし、年報公表

前の数値は、月報の積み立て値です。よって、年報の公表値とは異なる場合があります。 

 施設・居住系サービス（計画書１４７ページ） 

計画値と実績値を比較して記載します。 

なお計画値・実績値は端数処理を行って整数表示をしていますが、計画比は処理前の実数を

用いて計算しています。（以下、すべてのサービスで同様です） 

 

（ひと月あたり）

計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

施設サービス

介護老人福祉施設 人数(人) 2,170 2,150 99.1% 2,170 2,199 101.3% 2,170

介護老人保健施設 人数(人) 1,035 1,035 100.0% 1,035 1,052 101.6% 1,035

介護医療院 人数(人) 15 9 57.2% 17 7 41.7% 17

居住系サービス

特定施設入居者生
活介護

人数(人) 1,485 1,505 101.4% 1,548 1,494 96.5% 1,590

認知症対応型共同
生活介護

人数(人) 673 646 96.0% 704 673 95.6% 722

介護予防特定施設
入居者生活介護

人数(人) 173 152 87.8% 157 167 106.5% 115

介護予防認知症対
応型共同生活介護

人数(人) 1 0 41.7% 1 1 116.7% 1

令和６年度(2024年度) 令和７年度(2025年度) 令和８年度(2026年度)
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 介護サービス（計画書１４８ページ） 

 

（ひと月あたり）

計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

回数(回) 119,002 108,899 91.5% 131,120 110,747 84.5% 140,457

人数(人) 4,428 4,118 93.0% 4,656 4,129 88.7% 4,812

回数(回) 2,230 2,158 96.8% 2,372 2,141 90.3% 2,430

人数(人) 453 460 101.6% 482 453 94.1% 494

回数(回) 20,817 19,362 93.0% 22,867 20,552 89.9% 24,540

人数(人) 2,323 2,146 92.4% 2,553 2,215 86.7% 2,744

回数(回) 3,436 3,094 90.0% 3,635 2,779 76.4% 3,730

人数(人) 292 259 88.6% 309 241 78.1% 317

居宅療養管理指導 人数(人) 4,969 5,335 107.4% 5,254 5,565 105.9% 5,423

回数(回) 35,116 32,789 93.4% 36,890 32,576 88.3% 38,195

人数(人) 4,073 3,801 93.3% 4,272 3,681 86.2% 4,423

回数(回) 5,795 5,564 96.0% 6,093 5,626 92.3% 6,313

人数(人) 769 734 95.4% 808 761 94.1% 837

日数(日) 10,246 10,790 105.3% 10,906 10,942 100.3% 11,275

人数(人) 1,098 1,131 103.0% 1,166 1,147 98.4% 1,206

日数(日) 548 483 88.2% 576 476 82.6% 603

人数(人) 61 56 91.8% 64 56 87.9% 67

福祉用具貸与 人数(人) 7,830 7,354 93.9% 8,400 7,454 88.7% 8,841

特定福祉用具販売 人数(人) 127 132 103.6% 132 120 90.9% 138

住宅改修 人数(人) 87 92 105.3% 92 81 88.4% 95

定期巡回・随時対
応型訪問介護看護

人数(人) 38 40 105.3% 39 50 127.4% 40

回数(回) 18,032 18,451 102.3% 18,935 18,954 100.1% 19,624

人数(人) 2,293 2,379 103.8% 2,403 2,431 101.2% 2,490

回数(回) 3,554 3,048 85.8% 3,783 3,099 81.9% 3,901

人数(人) 357 321 89.9% 379 319 84.2% 391

小規模多機能型居
宅介護

人数(人) 159 149 93.8% 168 151 89.6% 173

看護小規模多機能
型居宅介護

人数(人) 61 81 132.4% 63 88 139.2% 65

居宅介護支援 人数(人) 11,360 10,878 95.8% 11,929 10,977 92.0% 12,344

地域密着型通所介
護

在宅サービス

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテー
ション

通所介護

通所リハビリテー
ション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

認知症対応型通所
介護

令和６年度(2024年度) 令和７年度(2025年度) 令和８年度(2026年度)
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 介護予防サービス（計画書１４９ページ） 

 

 介護予防・日常生活支援サービス（相当サービス）（計画書１４９ページ） 

 

 特別給付（計画書１５０ページ） 

 

（ひと月あたり）

計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

回数(回) 1 0 8.3% 1 1 116.7% 1

人数(人) 1 0 8.3% 1 0 33.3% 1

回数(回) 342 428 125.1% 386 499 129.1% 438

人数(人) 40 61 153.1% 45 82 182.4% 51

回数(回) 124 156 125.3% 136 135 99.5% 136

人数(人) 12 14 115.3% 13 12 91.7% 13

介護予防居宅療養
管理指導

人数(人) 250 283 113.1% 260 345 132.6% 268

介護予防通所リハ
ビリテーション

人数(人) 100 126 126.3% 104 138 132.6% 107

日数(日) 32 50 154.1% 32 42 129.9% 32

人数(人) 5 8 158.3% 5 9 170.0% 5

日数(日) 1 2 350.0% 1 1 233.3% 1

人数(人) 1 0 8.3% 1 0 16.7% 1

介護予防福祉用具
貸与

人数(人) 1,205 1,287 106.8% 1,305 1,463 112.1% 1,396

特定介護予防福祉
用具販売

人数(人) 26 29 110.6% 26 26 100.3% 28

介護予防住宅改修 人数(人) 41 42 101.2% 43 46 106.2% 44

回数(回) 1 16 1237.2% 1 19 1429.5% 1

人数(人) 1 2 225.0% 1 3 316.7% 1

介護予防小規模多
機能型居宅介護

人数(人) 20 6 27.5% 22 9 41.3% 22

介護予防支援 人数(人) 1,313 1,438 109.5% 1,411 1,630 115.5% 1,499

介護予防認知症対
応型通所介護

在宅サービス

令和６年度(2024年度) 令和７年度(2025年度) 令和８年度(2026年度)

介護予防訪問入浴
介護

介護予防訪問看護

介護予防訪問リハ
ビリテーション

介護予防短期入所
生活介護

介護予防短期入所
療養介護

（ひと月あたり）

計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

日数(日) 1,197 1,413 118.1% 1,170 1,450 123.9% 1,125

件数(件) 268 310 115.5% 262 320 122.2% 252

日数(日) 12,378 12,827 103.6% 13,128 14,247 108.5% 13,796

件数(件) 2,409 2,608 108.3% 2,555 2,867 112.2% 2,685

件数(件) 1,911 2,061 107.9% 1,971 2,195 111.3% 2,015

令和８年度(2026年度)

訪問型サービス
(介護予防訪問介護相
当サービス)

通所型サービス
(介護予防通所介護相
当サービス)

介護予防ケアマネジ
メント

令和６年度(2024年度) 令和７年度(2025年度)

（ひと月あたり）

計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

回数(回) 26 21 77.8% 27 19 70.7% 30

回数(回) 655 445 68.0% 673 427 63.4% 719

施設入浴サービス

搬送サービス

令和６年度(2024年度) 令和７年度(2025年度) 令和８年度(2026年度)
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(３) 介護保険給付費等の状況（計画書１５１～１５５ページ） 

自己評価 評価の理由と課題 

A 
一部、特に数字が小さいサービスで計画比が極端に出ているものがありますが、概ね

計画値通りの実績値となりました。 

今後の対応 

要支援認定者が計画より多かったこと、サービスの利用率が上がったことから、介護予防サービス

及び総合事業の相当サービスの給付費が計画値を上回りました。計画値との乖離が大きく出たサー

ビスについては、原因を分析し、次期計画の推計に反映します。 

後期高齢者の増加により、介護や支援を必要としている方は今後も増えると考えられます。より良

い介護予防支援の在り方については、第１０期計画に向けて検討を続けてまいります。 

 保険給付費（計画書１５１～１５３ページ） 

計画値と実績値を比較して記載します。実績値には、介護保険事業状況報告の数値を用いて

います。計画値・実績値は端数処理を行って整数表示をしているため、合算した数値は一致しな

い場合があります。なお、計画比は処理前の実数を用いて計算しています。（以下、すべてのサ

ービスで同様です） 
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【介護給付】 (単位：百万円)

計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

居宅サービス

訪問介護 4,366 3,780 86.6% 4,814 3,910 81.2% 5,155

訪問入浴介護 362 343 94.7% 386 341 88.6% 395

訪問看護 1,356 1,220 89.9% 1,491 1,277 85.6% 1,599

訪問リハビリテーション 125 112 89.3% 132 101 76.7% 136

居宅療養管理指導 851 856 100.6% 902 928 102.9% 930

通所介護 3,271 2,993 91.5% 3,449 2,983 86.5% 3,570

通所リハビリテーション 672 628 93.4% 709 634 89.4% 734

短期入所生活介護 1,144 1,168 102.1% 1,220 1,202 98.5% 1,261

短期入所療養介護 84 71 83.8% 89 69 77.7% 93

福祉用具貸与 1,243 1,121 90.2% 1,337 1,136 85.0% 1,402

特定福祉用具販売 42 42 98.5% 44 41 92.7% 46

住宅改修 91 93 102.5% 96 86 89.2% 99

特定施設入所者生活介護 3,742 3,626 96.9% 3,912 3,703 94.6% 4,015

地域密着型サービス

定期巡回・随時対応型訪
問介護看護

92 87 94.5% 95 110 115.0% 98

地域密着型通所介護 1,746 1,696 97.1% 1,842 1,750 95.0% 1,909

認知症対応型通所介護 560 473 84.6% 598 490 82.0% 616

小規模多機能型居宅介護 378 361 95.4% 402 376 93.5% 413

認知症対応型共同生活介
護

2,378 2,181 91.7% 2,492 2,283 91.6% 2,555

看護小規模多機能型居宅
介護

238 240 100.9% 246 299 121.8% 253

施設サービス

介護老人福祉施設 7,681 7,392 96.2% 7,722 7,556 97.8% 7,731

介護老人保健施設 4,036 3,855 95.5% 4,079 3,930 96.4% 4,095

介護医療院 70 38 54.6% 79 35 44.6% 79

居宅介護支援 2,398 2,188 91.2% 2,527 2,191 86.7% 2,614

合計 36,926 34,564 93.6% 38,663 35,431 91.6% 39,798

令和６年度(2024年度) 令和７年度(2025年度) 令和８年度(2026年度)
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【予防給付】 (単位：百万円)

計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

介護予防訪問入浴介護 0 0 7.8% 0 0 91.1% 0

介護予防訪問看護 16 23 145.7% 18 29 165.6% 20

介護予防訪問リハビリ
テーション

4 5 118.4% 5 4 90.9% 5

介護予防居宅療養管理指
導

39 40 102.0% 41 50 123.7% 42

介護予防通所リハビリ
テーション

43 53 123.9% 44 56 127.0% 46

介護予防短期入所生活介
護

3 4 114.1% 3 3 110.2% 3

介護予防短期入所療養介
護

0 0 190.7% 0 0 191.6% 0

介護予防福祉用具貸与 67 74 110.6% 73 87 120.1% 78

特定介護予防福祉用具販
売

7 9 119.7% 7 8 105.1% 8

介護予防住宅改修 46 45 99.1% 48 55 114.2% 49

介護予防特定施設入居者
生活介護

157 132 83.6% 146 151 103.1% 114

介護予防認知症対応型通
所介護

0 2 1372.9% 0 2 1472.8% 0

介護予防小規模多機能型
居宅介護

18 4 22.3% 20 8 38.5% 20

介護予防認知症対応型共
同生活介護

3 1 51.2% 3 4 140.5% 3

介護予防支援 83 87 105.7% 89 99 111.1% 94

合計 486 479 98.6% 496 557 112.2% 481

在宅サービス

地域密着型サービス

令和６年度(2024年度) 令和７年度(2025年度) 令和８年度(2026年度)

【特別給付】 (単位：百万円)

計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

施設入浴サービス 4 3 78.9% 4 3 71.7% 4 0 0.0%

搬送サービス 22 15 68.6% 22 14 63.3% 23 0 0.0%

合計 25 18 70.1% 26 17 64.5% 26 0 0.0%

令和８年度(2026年度)令和６年度(2024年度) 令和７年度(2025年度)

【保険給付費合計】 (単位：百万円)

計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

介護給付費 36,926 34,564 93.6% 38,663 35,431 91.6% 39,798

介護予防給付費 486 479 98.6% 496 557 112.2% 481

特別給付費 25 18 70.1% 26 17 64.5% 26 0 0.0%

高額介護サービス費 1,037 958 92.4% 1,085 999 92.1% 1,116 0 0.0%

高額医療合算介護サービス費 164 151 92.3% 172 154 89.5% 177 0 0.0%

特定入所者介護サービス費 736 546 74.2% 742 543 73.2% 744 0 0.0%

審査支払手数料 29 30 102.9% 34 31 91.4% 34 0 0.0%

合計 39,404 36,746 93.3% 41,218 37,732 91.5% 42,377 0 0.0%

令和６年度(2024年度) 令和７年度(2025年度) 令和８年度(2026年度)
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 地域支援事業費 

 

 保健福祉事業費 

 

 介護保険給付費等の総額 

 

 

 

 

【総合事業の訪問・通所相当サービス費】 (単位：百万円)

計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

45 52 116.2% 44 55 125.7% 42 0 0.0%

696 693 99.6% 738 781 105.8% 776 0 0.0%

118 123 104.4% 122 130 106.8% 125 0 0.0%

合計 859 868 101.1% 904 966 106.9% 943 0 0.0%

【地域支援事業費合計】 (単位：百万円)

計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

889 895 100.6% 935 992 106.1% 973 0 0.0%

631 687 108.8% 631 139 22.0% 631 0 0.0%

合計 1,521 1,581 104.0% 1,566 1,131 72.2% 1,605 0 0.0%

令和６年度(2024年度) 令和７年度(2025年度) 令和８年度(2026年度)

介護予防・日常生活支援総合
事業

令和６年度(2024年度) 令和７年度(2025年度)

訪問型サービス
(介護予防訪問介護相当サー
ビス)

通所型サービス
(介護予防通所介護相当サー
ビス)

介護予防ケアマネジメント

包括的支援等事業

令和８年度(2026年度)

【保健福祉事業費合計】 (単位：百万円)

計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

92 22 24.4% 92 21 22.8% 92 0 0.0%保健福祉事業費

令和６年度(2024年度) 令和７年度(2025年度) 令和８年度(2026年度)

【介護保険給付費等の総額】 (単位：百万円)

計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比 計画値 実績値 計画比

39,404 36,746 93.3% 41,218 37,732 91.5% 42,377 0 0.0%

地域支援事業費 1,521 1,581 104.0% 1,566 1,131 72.2% 1,605 0 0.0%

92 22 24.4% 92 21 22.8% 92 0 0.0%

合計 41,016 38,350 93.5% 42,876 38,884 90.7% 44,074 0 0.0%

保険給付費

保健福祉事業費

令和８年度(2026年度)令和６年度(2024年度) 令和７年度(2025年度)


